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日本の ナガ キ ク イ ム シ科

野 　淵 輝
＊

The　Platypodidae（Coleoptera）Found　in　Japan

Akira　NOBUCHI

1　 は じ め に

　ナ ガ キ ク イム シ科 （Platypodidae）は 樹木あ る

い は丸 太の 材中で 生活 し，外部 に 出現す る の は成

虫に な っ て新 し い 餌木 を求め て 飛翔す るご くわず

か な期間で ある 。 そ の ため
・般の 人の 目 に つ く こ

とが少 な い 。 しか し，衰弱木 ，被圧 木，病 虫害 や

気象害 に よ る被害木，枯損木，丸太な どを注意深

く観察す る と
，

か な り多 くの 種類や個体が穿孔 し

て 巣 を作 り，生活繁殖 し て い る 。多 く の 木材穿孔

性昆 虫 （穿孔 虫）は親 虫が木材 に 穿孔せず，樹皮

上 か ら産卵管 を差 し込 み産卵す る が
， ナ ガ キ ク イ

ム シ は キク イム シと同 じよう に 親虫 が樹体内に 穿

孔 して 孔道か ら な る巣を作 り，胞子貯蔵器官に 入

れ て 運 ん で きた共生 菌 の ア ン ブ ロ シ ア菌胞子 を植

え付 け繁茂 さ せ て か ら産卵す る 。親虫は そ の ま ま

巣に 留 っ て子 虫を養育 し，
一

夫
一

妻性の 亜社会生

活を す る 。 彼 らの 食 べ 物は 蛋 白質の 少な い 木材 で

な く，巣 の 中 に 繁殖 し た ア ン ブ ロ シ ア 菌 の 菌糸と

そ の 分泌物で あ る 。
こ れ ら一．群 の キク イム シ類は

食物 の 共 生菌 に 由来 し て ア ン ブ ロ シ ア キ ク イム シ

あ る い は養菌キ ク イム シ と も呼ば れ て い る 。こ の

中に は 全 く例外的な習性で あ るが，オ
ー

ス トラ リ

ア の 最近の 研究で 真の 社会生活す る種類が 1 種発

見 さ れ て 話題 と な っ て い る ，，

　 こ の 虫の 被害は主 に ピ ン ホ ー
ル と呼ば れ る孔道

と
，

そ こ か ら 侵入 し た腐朽菌 や変色菌 に よ る 材質

の 劣化で あ り，
一

般 に伐採丸太の 害虫と な っ て い

る 。 しか し， 生立木を加害す る種類 も数種 で あ る

が知 ら れ て い る 。 日本で は 現在木材需要 單：の 約 7

割の 木材が 各国 か らの 輸入 で ま か なわ れ て い る。

こ れ ら大量 の 輸入丸太に付着 し て い る ア ン ブ ロ シ

ア キ ク イム シ が輸入 港で発見さ れ
， 国内の 森林 に

定着 し な い よう に検疫害虫 と して 陸揚げ時に燻蒸

処理で 完全 に駆除 され て い る 。

　ナ ガキ クイ ム シ の 食痕で ある ピン ホ
ー

ル は しば

し ば建築材や 合板 に 見 ら れ る が ，乾材に は 穿孔産

卵 し な い た め家屋 内 で 発 見 さ れ る こ と は 比較的少

な い
。 し か し，丸太 の こ ろ に 穿入 し て い た材 を用

い る と新築家屋 の 材 か ら残 り の 虫が脱出す る こ と

が あ る 。

　ナ ガ キ クイ ム シ科 は亜社会生活を し ， 特異な食

性 を持 ち，生態 学 の 研究対象 と し て興味あ る もの

で あるが ， 雌雄異型で あ り，分類の 論文が専門誌

に書 か れ て い る な ど で 種類の 同定が難 し い の が実

情 で あ る。筆者 は 1973 年に
，

こ の 科の モ ノ グラ フ

を林業試験場研究報 告256弓・に 発表 し て い る が ，

今回は こ れ ら の 分類な ら び に 生態 の 概要 に つ い て

解説 す る 。

＊

魴林業科学 技術振興所 筑波 支 所

2　 亜 科 と 属

　ナ ガ キ ク イ ム シ 科 は 占 く は キ ク イム シ 科

（Scolytidae）の 亜科 ま た は属 と され て い tJが，

今世紀初め に 独立 科 と して 扱 わ れ
， キ クイ ム シ科

と共 に キ ク イ ム シ上科 に さ れ た こ と が あ っ た 。現

在 で は キ ク イ ム シ 科 と 同 等 に ゾ ウ ム シ 上 科

（Curculionoidae）の 1 科 と さ れ て い る v キ ク イ

ム シ科 と は次 の 点 で 区別 で き る。頭部 は前胸背 と

ほ とん ど等幅で あ る 。 跪節 の 第 1 節は そ れ よ り先

の 節を含せ た もの と同 じか長 い 。後胸腹板 は長い 。

腹部腹 節 の 環節は そ れ ぞ れ 自由 に 動 く。ナ ガキ ク

イム シ科は ア フ リカ，東南 ア ジ ア の 熱帯地域に 起
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表 1　ナ ガ キク イム シ 科 の 亜 科，属 と分布

亜 　 科 属 分 布

Crossotarslnae

Platypodinae

Per 上ommatlnae

Dlaporinae

PlatvtarSLIinae

Ct・o∬ o如 厂sinulus　Schedl

τンとichyostus 　Schedl

ムをoか
・
achyostus　Browne

Car’chesioP ．x9 π s　Schedl

C 厂‘λ∬ otarSZtS 　Chapuis

Tesserocev・us 　Saunder

Te∬ e厂ocranulus 　Schedl

IVitosoma 　Chapuis

C｝
・lindrof｝aipus 　Str〔）hrneyer

SPathicranulo読 5　Schedl

Dendroi）lat）Pus　Browne

Biocis　Browne
∠）09iop ）gus　Sched1

）lfesoplat3，pzts　Strohmeyer

PlatyPus　Herbst

7｝・ePtoPlat ）
・PtLS　Schedl

7｝・iozastzL〜 SchedI

Pe厂iommatu．s　Chapuis

SPathftゴicet・μ 3　Chapuis

I）iai）zど∫ Chapuis

五）iacaevus　Chapuis

．4μ5〃ηPぬ窮＞us 　Browne

PlatytarSZtlus　Schedl

八iotoPlat
）Pus　Lea

台湾

熱帯 ア フ リ カ，マ ダ ガ ス カ ル

新熱帯区

イン ド，東南 ア ジ ア ，オース トラ リア

イン ド，東南 ア ジ ア，朝鮮半島 ， 日 本，ニ ュ
ーギ ニ ア ，オー一ス トラ

リア ，太洋洲

新熱帯区

新熱帯区

熱帯 ア フ リ カ，ア ダガ ス カ ル ，新熱帯区

熱帯 ア フ リ カ

ニ ュ
ーギ ニ ア

マ ラ ヤ

イ ン ド， 東南 ア ジ ア ，； ユ
ーギ ニ ア ，オース トラ リア

熱 帯 ア フ リカ

熱帯 ア フ リカ

熱帯 ・亜熱帯
・
暖帯各地 と一部の 寒帯

東南 ア ジ ア，中国 （福 建 1、ニ ュ
ーギニ ア

熱帯ア フ リカ

ア フ リ カ，ア ダガ ス カ ル，東南ア ジ ア，ニ ュ
ーギ ニ ア

東南ア ジア，ニ ュ
ー

ギニ ア

熱帯 ア フ リカ ，ア ダ ガ ス カ ル ，イ ン ド，東南ア ジア，台湾，H 本，

ニ コ．一ギニ ア ，太洋洲

イ ン ド，東南 ア ジ ア

東オース トラ リ ア

マ ラヤ，ボ ル ネオ

オ
ース トラ リア

源が あ り，熱帯 ・亜熱帯に種．類が 多 く，温帯か ら

亜寒帯 の
一

部 ま で 分布 し て い る。Schedl〔1972＞

の 分 類に よ る と 5 亜科 24属 が 知 ら れ て い る （表

1 ）。 こ の 中 で 多 く の 種類 を 含む属 は Crossotar−

sus ，1）o 伽 炒 9鋸 ，　P 跏礎 ％ 5，　PeriommatUS で あ る 。 今

後熱帯 ・亜熱帯地域 の 研究が 進む に つ れ か な り の

種類の 追加が な さ れ る も の と想像 さ れ る 、，

　日本 は 面積的に は 小 さい が 亜寒帯か ら並 熱帯 ま

で 長 く伸び，ま た 黒 潮 の 影響 を受 け て植生が豊富

で あ る た め ，ナガキク イム シ科 は欧米に 比べ は る

か に 種類 数 が 多 く
， トゲ ナ ガ キ ク イ ム シ 亜 科

（Diaporinae）の DiaPus属 （トゲナ ガ キ ク イム シ

属）の 1 種，ナガ キ ク イム シ亜科 （Platypodinae）

の CrossotarSZtS属 （オオナガ キク イム シ属 ）の 7

種，P 跏卵 繝 属 〔ナ ガキ ク イム シ属 ）の 10種 が 記

録 さ れ 〔表 2 ），合計 3属 18種が知 ら れ て い て ，

科 と し て は 小 さい グ ル
ープで あ る、，こ れ ら は 多犯

性で 各種の広葉樹の 材中深 くま で 穿孔 し，巣を作

る が
，

ま れ に 針葉樹 に 穿孔す る こ ともあ る。

3　 日本の種類の研究史

　 日 本 に お け る 研 究 は Walter　F ．　H ．　Blandford

（1894）が 百 年前 に 日本 の キ ク イム シ の 多く の 種

類 を世界に紹 介 し た 大著
“Rhynchophorous 　Col−

eoptera 　of 　Japan
”

の 中で ヒ ゴ ナ ガ キ ク イ ム シ

（Crossotarsus　chaPuiSll），ヤチ ダモ ノ ナ ガ キ ク イム

シ （CniPonicus），
タ ブ ノ ナ ガ キ ク イ ム シ （O

contaminatus ）， チ ュ ウ ガ タ ナ ガ キ ク イ ム シ

（Plat）Pus　modestus ），ル イス ナガ キ ク イム シ （P

／eu ・isi），シナ ノナ ガキ ク イム シ （P 　sewerini ），カ

ギナガキ ク イム シ （Phamatus）， トゲナ ガキ ク イ

ム シ （DinPus　aculeators ）を新種 と し て発表 し た の

一 34一
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表 2　 口本産 ナ ガ キ ク イ ム シ科
一

覧表

北 本 四 九 1沖
．

塰
遺 州 国 州 「縄

そ　 の　 他

トゲナガキ クイム シ靤科 Diaporinae

トゲナ ガキ クイム シ Dlapus　acuminatus 　Blandford　　　　　　　　、 ⊂） o0 台湾，印度，ジャ ワ

ナガキクイム シ亜科Pla［yp。dinae　　　　　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

iI

ヒ ゴナ ガキ クイム シ Cプ055σ吻 欄 ω η‘伽 皹 B［andford

・ 剛 脚 ・駈 一 ・ 醐 蜘 脚 　 1
ソ トハ ナ ガキ ク イム シ G・σ∬ o妙 5妬 8耀 朋 曜覦 如‘俗 IFairmail巳 〕　　　

1

．

…

101010Oo
台湾

印度支那，カ ロ リン 諸島，ハ ワ イ，サモ ア，
… ．

フ ィ
ージ，マ ダガス カル

フ ェ ア メ丿レナ ガ キク イム シ C1慌 辧盈r泌 ノ認r加 4f麟 Chapuis　　　　 l
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I0

印度

キバ ネナ ガキク イム シ α o∬ o‘αr∫眠 梅肥 砌 α影磁螂 Strohmeyer　　　 lE 101 台湾，フ ィ リピン ，マ ラヤ，ジャ ワ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヨ

ヤチ ダモ ノナガキク イム シ C厂o∬ o峅 5醐 吻 011卿 ∫B［andford o ○ ．o ○ ○ 台湾

カシノ コ ナガキ ク イム シ σ1翻 磁 駆 姙 ∫撚 雄澱 Muraya皿 a o ．oO ○ 朝鮮半島，台湾

ヨ シブエ ナ ガキ ク イム シ P阪砂 π∫毋 血現 配∫Blandford ○ ○ 0 ○ ○ 朝鮮半島，台湾

タブ ノナ ガキ クイム シ P如御 μ∫σ祕   fη躍 郎 （Biandfor山 00oIl 台湾 ヒマ ラヤ沖 国

カギナ ガキク イム シ P『偽ρ膩 加呶 ‘妬 B［andford ○ 0 O
キュ ウ シュ ウナ ガキク イム シ P妨｝卿∫ ’々π5如齟 ∫1∫Murayama ○

4 丶，亦
凵 f弓

ル イス ナ ガキ クイム シ P磁）魏∫’躍   Blandf。rd ○ ○ 0 済州島，台湾，中国，印度

チ ュ ウガ タナ ガ キクイム シ PZ偽虐躑 砌 舵5如5　Btandford Q o1 齲
カ シ ノナ ガキ ク イム シ P伽む惚 5 卿跚 蜘 7

・
螂 〔hlumyama〕 ○ 00oi 台湾，印度，ジャ ワ，ニ ュ

ーギニ ア

シナ ノナ ガキ ク イム シ PZα鰡 μ55 θ鰓 加 ∫Blandford OiO00
トガ リハ ネナ ガキクイム シ P伽塑螂 50♂勲だ Walker Io

…
o ）∩

欝 鷄幣鷙、 
ス トラ リア’

タイワン アカナ ガキクイム シ P媛増μ弾 4融侃 蒲 Sじhed［ ○ ○ 「台湾

が 初め て で あ る 。 こ れ らは い ずれ も有名な 目本 の

甲 虫 の 採集家 で あ っ た M ．G ．　Lewis が採集 し た

もの で あ る。な お C．chaPuisi は す で に A ．　Duvi −

vier 〔1891）が ア フ リ カ の種類 に 使 い ホ モ ニ ム で

あ っ た た め 同年 C ．c・nCinnzas に 改 め た 。

一
方 F，

Chapuis（1864 ）は ナ ガ キ ク イ ム シ の 総説 で あ る

“Monographie 　des　Platypides”で ナ ガ キ ク イ ム

シ の 雄 と雌を取 り違 え て い た が ，Blandford も こ

れ に気が つ か ず，こ の論文 で も雌雄逆 に し て 記 載

して い る 。 外国人に よ る論文発表 に引 き続き，日

本人 で は 北海道大学 （当時の 東北帝国大学農科大

学）教授 の 新島善直博士 が キ ク イム シ類 の 研究を

行 い
， 1909年 に

“Die　Scolytiden　Hokkaidos　 un −

ter　BerUcksichtlgung　ihrer　Bedeutung　fur　For−

stschaden
”

を東北帝国大学農科大学紀要第 3 巻

第 2 号 に 発表 し，ヤチ ダモ ノナガキ ク イ ム シ，シ

ナ ノ ナ ガ キ ク イム シ を図示 した。H ．　Str。hlnever

（1912）は
‘
℃ 01eopterorum 　Cata！ogus ”

の ナ ガ キ

クイ ム シ科の リス トの 中に ソ トハ ナ ガ キ ク イ ム シ

（C．externedentatus ）の 分布地 に 日本 を加え た。村

山醸造博士 は 1925．年か ら台湾の ナ ガ キ クイ ム シ科

の シ リ
ーズ論

．
文を発表 し た 。初め の 論文 で は 日本

の 種類の ヤチ ダモ ノ ナ ガキ ク イム シ ，
ル イ ス ナ ガ

キ ク イム シ， シナ ノ ナ ガキク イム シ を台湾の ナガ

キ ク イム シ相に加え た 。同年 ヨ シ ブ エ ナ ガ キ ク イ

ム シ の 雌 を記 載 し， カ シ ノ ナ ガ キ ク イ ム シ （C．

querciv’orus ＞， カ シ ノ コ ナ ガ キ ク イ ム シ （C

simPZex ），ホ ソ ナガキク イム シ （（二 ten．uis）を新種

と して 発 表 した。ユ934年に は九州か ら マ ル オナガ

キ ク イ ム シ （　C．emanciPatus ）を新種 と し て 記載

し ， 台湾 産ナ ガ キ ク イ ム シ の P！atyPus 　h　s ，　 Cros−

sotarsus 属，　 D ゆ 4 ∫ 属の 検索表 を発表 した 。こ の

中 に は 15種 の 日本の ナ ガ キ ク イム シ が含 ま れ て い

る 。 1936年 に は キ ュ ウ シ ュ ウ ナ ガ キ ク イ ム シ （P

kiushuen5is）の 新 種 記載 を して い る 。村 11［は 1955

．年 に 熱 帯
．
ア ジ ア の キバ ネナ ガ キ ク イ ム シ （C

flavomaculatus＞を 円本 か ら初め て 九 州 か ら記録

した。加 辺正 明 （1960）は各種ナ ガキ ク イム シ の
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食痕 の 写 真 を 図 示 し て い る 。 Karl　E 、　 Schedl

（1960〕は タブノ ナ ガキク イム シを Crossotarsus属

か ら P ！atJPus 属 に 移 しか え た。村 山 （1965）は

イン ドの 種類 の フ ェ ア メ
ー

ル ナガ キク イム シ （C

fairmairei）を本州か ら記録 し た 。
こ れ ら の 報文

の 中で 各種の 分 布 ， 加害樹種 の 追加が行 わ れ て き

て い る。 Karl　 E ，　 Schedl は
“
Monographie　der

Platypodidae”の 中 で カ シ ノ ナ ガ キ ク イ ム シ を

Crossotarsus属 か ら PiatmPus属 に移 し変えた 。 筆

者 （1973）は 日本の ナ ガキ ク イム シの 18種 の 検索

表 を作成 し ， そ れ ま で の 分布 ， 加害樹種 と文献 を

整理 し た 。

4 　・．・般 形 態

　 ナ ガキ クイム シ科 は樹木や丸太内で生活 し，巣

内に菌 を繁殖 させ て 摂食す るため ， 習性に 適 し た

形態が各部 分 に 見 ら れ る 。

　成虫 ：体長 2．8− 6．5mm，一般に キ ク イム シ より

大 き く細長 い 。長 円筒形 ， 側縁 は平行す る 。 色彩

は光沢 の あ る 淡褐色 で あ る が，赤碣色 の 種類が 多

い 。 体毛は疎 で 細 か く，寝て い るか または立 っ て

い る 。

　頭部 は 大 き く前胸 背と ほ ぼ 等幅か そ れ よ り わ ず

か に 幅広 く，背面か ら明瞭に 認め られ る 。下 口 式

で あ る が
， コ 吻 を形 成 しな い

。 頭部は ほ ぼ 平坦 で

わずか に 凹むか弱 く隆起 す る 。正 中線は黒ず ん だ

り隆起す る か
， あ る い は 凹 み

， 中央縦 線を形成 す

る，、触角 の 中間節は 4 節 ， 球桿部は 1節か らな り

扁平 で 卵形，短剛毛 を不規則 に そ な え る 。上唇 ，

頭楯 ， 前頭 （前額）は 癒合 し，縫合線 を欠 く 。 こ

の 部分 は特徴が 現 れ や す い の で 全体 を総括 して 前

顔 （episoma ）と呼 ばれ る。大腮 は中庸 で ，強 固

で 曲 り，先端 は尖が る 。 小腮鬚 は 3 節で強 い が短

い 。咽喉線は基部 に お い て の み合流す る 。 複眼は

倒卵形 で 丸 く高 く隆起 し，前縁 に 凹 み を欠 き ， ま

た 分割 さ れ る こ と もな い 。下唇鬚は 1 な い し 2 節

か ら な る 。 前胸 背は 円筒形 ， 側縁は前脚 の 腿 節 の

接す る部分 が 弱 く広 く 凹 む。背 面 は 強 く隆起 す る

こ とはな く平滑 で点刻 さ れ ，多 く の キク イム シ科

に 見 ら れ る よ う な 瓦状片 は な い 。基半部は単 に 黒

変す るか弱 く凹 んだ中央縦線 を そ な え る 、，こ の 中

央縦線 の 両側に は密な微細点刻群か らなる斑紋 や

小孔 をそな え る 。 こ れ ら は胞子 貯蔵器官で種類や

雌雄に よ っ て形状を異 に し，欠 く こ ともあ る。上

翅 の 点列部は明瞭な条溝とな るか
， あ る種 で は そ

の ．．部が 消失す る 。 雄の 斜面部は後方あ る い は下

方に 伸び る各種 の 突起をそな え種同定の 重要な特

徴 と な っ て い る が ，雌 で は こ れ ら の 突起を欠き，

単純 に 丸 ま り 剛 毛 を密生 す る種類 が 多い 。後胸腹

板 は 非常 に 長 く
， 腹部の 2倍以上 の長 さ が あ る 。

脚 は細長 く，前脚基節 の 基部は トゲナ ガキ ク イム

シ亜 科 で は 互に広 く離れ ，ナガキ ク イム シ亜科で

は互 に接す る 。 後脚 の 腿節は幅広 く ， 後背面 は え

ぐれ 木粉 を後方 に 送る の に適す る 。鮒節は は な は

だ長 くか つ 細 く，第 1 節は第 2 − 5 節を合せ た も

の と同 じか 長 い 。前脚 の 脛節は 外面 に斜の 龍骨状

突 起 や ，雌 で は 顆粒 をそ な え る も の が あ り，

P ’偽 卿 5 属 と Cプ o∬ o磁 5 邵 属の 主な 識別点 と な っ

て い る 。腹部 は 短 く 5 環節が認 め ら れ ， そ れ ぞ れ

自由 に 動 か す こ と が で き る 。ま た 後 方 に 仲び る 鋭

く尖が っ た長棘状突起 をそ な え る種類 もい る 。

　 前胃 （proventriculus ＞は 体 に 比 較 して 極 端 に

小 さ く な り円筒形 で 短 く，内面に 8個の 前胃板を

そ なえ，そ の 内面 に 剛毛状の 突起 をそ な え て い る 。

樹皮を摂食す る キ ク イ ム シで は変化が 多 い が ，
こ

の 科 の 種類 で は ア ン ブ ロ シ ア キ ク イム シ の 進 化 し

た単純な 形態 をそ な え て い る 。 す な わ ち こ れ らで

は 堅 い 木質部 は 食わ ず軟 ら か い 菌糸や そ の 分泌物

を食 い ，咀 嚼す る 必 要が な い の で ，樹皮キク イム

シ に 見 られ る ような歯状ある い は瘤状突起 や横皺

を そ な え た前板 を欠除 し，濾過機能 をも っ た細毛

状突起 を密 に そな え た後板だ けとな っ て い る。そ

の ため種類の特徴が現われ な い u 前胃内に は木粉

が 詁る こ と な く
， 巣建造 の ため に 削 り取 られ た木

屑 は え ん下 され る こ と は な く，各脚 で 体下面を後

方に送 られ 巣外 に 排泄され る。

　 ナ ガ キ ク イム シ科 と キク イム シ科0）一部 の ア ン

ブ ロ シ ア キク イム シ の 威虫 は体表 に 開 口 す る点刻

状 ， 袋状 や管状 の 胞 子貯蔵器官 （mycetangia ）を

も ち ，巣か ら飛 出す 時に菌 を こ の 巾に 取 り込 む こ

とが知 られ ，取 り込 まれ た菌 は耐久性 の 強い 分生

胞 了に な っ て 安全に運搬 さ れ る 。 こ れ は ア ン ブ ロ

シ ア キ ク イム シ に な っ て 初め て 獲得 さ れ た形質で

は な く， こ れ ら の 祖先型と考え られ る他の 樹皮キ
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ク イ ム シで も発見 され て い る 。 ナ ガキ ク イム シ科

の胞 r一貯蔵器 官は 口腟，前胸背，基節窩に存在し，

そ の 場所 に よ っ て 次 の 三 型 に分 け ら れ る 。

  口腔貯蔵器官 ：上唇の 下側．大腮基部，喉板

の 上 側 に存在 し，Crossotarsus属や キク イム シ科

の Xyleborus属 （ザ イ ノ キ ク イ ム シ属 ）の 多 くの

種類の 雌成虫に 見 ら れ る。ヤチ ダモ ノ ナ ガキ ク イ

ム シで 確認 され て い る 。

  前 胸背貯蔵器官 ： シナ ノ ナ ガキ クイム シと ヨ

シ ブエ ノ ナ ガキ ク イム シ の 前胸背後方に あ る小点

刻群が貯蔵器官で
， 前種の雄で は前 ・

中脚 の 基節

窩 に もあ る こ とが確認さ れ て い る 。
こ れ 以外 の ナ

ガキク イム シ に も前胸背 に 同様な小孔 や点刻群を

そな え て い る種類が多 く，貯蔵器官 の 役割 を果 し

て い る もの と考え られ る 。

  基節窩貯蔵器官 ：脚部の 基節窩 と 基節 の 節間

膜 が 貯蔵器官 と な っ て い る 。 シナ ノ ナ ガキ ク イム

シ の 雄成虫は 前胸背貯蔵器官 の 他 に前 ・中脚 の 基

節窩内 に 胞子 を貯蔵す る。

　幼虫 ： 5齢 を経過 し，齢 に よ っ て 形態 を異 に す

る。終齢幼虫 の 体は円筒形 で 柔 らか く白い 。ま れ

に腹部末端節 に角状突起 を そ な え る。腹部 の 各側

板 に は横皺が あ り 4 分割 され る 。頭部は 自由 。 上

唇 は角質で ほ ぼ梯形 。 頭楯 は退化 し て 上唇 と前頭

の 間 の 細 い 膜と な る 。大腮 は強 く
，

ノ ミ状 の LJj断

面 を持 ち，背面に は細か い 歯を持 っ た 膨 ら み が あ

る。小腮 は ト唇 と密 に 結合 し ， 葉片 は分離 しな い 。

小腮鬚 は 1 − 2 節 。 下唇は 広 く，下唇鬚は 1 〜 2

節か らな る 。 触角は 円錐形 で 1節か ら な る 。 単眼

は な い
。 表皮 は密な微細粗状で ， 前胸 腹板 の そ れ

は著 し く強 く 毛状 とな る 。 胸脚は な い
。 前胸 の 背

面は幅広 い プ レ
ー

トか ら細 い 線 と輪の 模様か らな

る 角質斑紋 をそな え る 。 気門 は 中庸 の 大 き さ で ，

単純 〔Plat）Pus属）か 気 門輪 を越え て 後方 に 伸 び

る．袋状か 指状 の 突起 か ら な る 付属室 をそ な え る

（　Crossotarsus属 と Df砂 μ∫属 ）。

5　一
般 生 態

　ナガキ ク イム シを含む ア ン ブ ロ シ ア キク イム シ

は 養菌
．
（性 ）キ ク イ ム シ ま た は 養 菌 （性 ）穿孔 虫

と も呼 ば れ る 。 英名で は a ・nbrosia 　beet！es ，　 shot

borers，　pin　hole　borersな ど と 呼 ば れ
， 樹木 や丸

太 の 木質 部 に 単 を作 り ，
こ の 中で 菌を栽培 して ，

こ れ を摂食 し て 繁殖す る。こ の 虫の栽培利用す る

菌 類 は 不完 全 菌類 で ア ン ブ ロ シ ア菌 （ambrosia

fungus）と呼ば れ る 。
こ れ は分類学的な名称 で は

な く，養菌性 の キ ク イ ム シ が生 れ た巣か ら新 し い

巣へ と胞 子を運 び栽培す る共生菌の俗称で あ る。

こ れ ら の 利 用 す る 菌 は Absidia
，
　 Ambrosiella，

AmbrosiOntyces，　 Ascoidea、　 AsPergt
’
llUS，　 Botryodiplo・

dia，　 CephalosPorium，　 Chaetomium，　 Coladosporium，

Ceratoaystts，σoUetotrichum ，　 Endomyces，　 Endomy −

coPsis
，　Fzasarium，　GraPhium，　MonacrosPOrium，

Mo η乞磁 ，　 Mo ，
’tierella、　 Penin

’
tlium、　 Pestalozzin，

Phialol）horoPsis
，
　 R 珈 elea

，
　 SPo厂 othrix ，　 SPorotor−

ichum，　 TrichosPorium，　 TubercuLarieZla属 の も の が

知 ら れ て い る 。 な お
， ア ン ブ ロ シアとは ラテ ン 語

の
“
神様 の 食 べ 物

”
ま た は

“
美味芳香の もの

”

で

あり， こ れ に 由来 し て い る 。

　ア ン ブ ロ シ ア キク イム シ は熱帯 に種類が 多く ，

ナ ガキ ク イム シ科 の 全種とキ ク イム シ科の 全亜科

に 見 られるが，日本の キ ク イム シ科 で は ヒ レ ジ ネ

亜科 （Hylesininae），イ ピネ亜科 （lpinae），キザ

ハ シ キ ク イム シ亜科 （S 。 olytQplatypinae ）の 種類

の 中 に 見 ら れ
，

ゾ ウキ カ ワ ノ キ ク イ ム シ 亜 科

〔Scolytinae）以外 の 全亜科 に存在 し，異 質な グ

ル
ープ で 構成 さ れ て い る 。 養菌 の 習性は ナガキク

イ ム シ科 で の 起 源が古 く琥珀昆虫時代 に す で に

PlatbPus属 が存在 し て い るが，キ ク イム シ科 で は

樹皮下 キク イム シ の 属だ け が 発見 され て い るだ け

で ア ン ブ ロ シ ア キ ク イ ム シ の 属 は 未 だ見 つ か っ て

い な い 。ア ン ブ ロ シ ア キク イム シ は形態学的に も

生態学的に も穿孔性 昆 虫 の 最 も進 化 した生態群 と

され て い る。こ れ ら は 生立木に 穿孔加害す る こ と

は 少な く，普通伐採丸太の 材中に 深 く穿孔 し，断

面が円形 の 孔道を材部に つ く る 。
こ の 孔道は 中が

空洞 で 壁面の 黒 ずん だ もの が 多 く ， 木材業者 は ピ

ン ホ
ー

ル と呼び，単に 工 芸的な被害だ け で な く
，

腐朽菌 の 侵入 を 促進 さ せ て 材質 を著 し く劣化 さ せ

る 。

　ナ ガキ ク イム シ科 は 木材中に 穿孔 して 巣を つ く

り ，

一
部 の キ ク イム シ科 の ア ン ブ ロ シ ア キク イム

シ に類似 し た生活様式 を と る が 基本的 に は か な り

の差が あ り ， 巣の 中で
一

夫
一

妻の 亜社会生活 を す
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る。新成虫は 羽 化 した 材か ら脱出す る と直ち に 新

しい食餌木を求めて飛翔する 。最初，パ イオ ニ ア

の 雄成虫が枯れ木や丸 太など の 繁殖に 適 し た 木を

発見す る と
， 樹皮に か ろ う じ て 体の 通 る ぐ らい の

円形 の 穿入孔 を つ く り中心 に 向 っ て 深 く穿孔す

る 。 ま もな く雌成虫が や っ て くると ， 雄成虫 は
一

度巣外 に 出て 交尾す る 。そ し て 雌成虫が 先に雄が

続い て孔道内に 入 る。雌成虫は 孔道を更 に奥深 く

伸長 して 分岐 した巣 を完成 させ て か ら，胞 子貯蔵

器官か ら ア ン ブ ロ シ ア 菌の 胞子 を出 して 壁面 に 植

え付 け産 卵す る。孵化幼虫は菌 を食 い な が ら主孔

道か ら繊維方向に 木質部 をか じ り ， そ れ ぞ れ の 個

室 （幼虫室）を作 る 。 さ ら に幼虫は菌糸と 分 泌物

を摂食 しな が ら成長 と とも に 幼 虫室 を広 げ，削 り

取 っ た 木屑を摂食せ ず ， 虫糞と共 に 幼虫室 か ら主

孔道 に 排 出す る。子虫 が成虫に な る ま で 雌成虫は

巣の 内部に，雄成虫は 穿入孔近 くに い て 子虫の 出

し た 木屑 や排泄物を穿入孔か ら巣 の 外 に送 り出 し

た ［O　，外敵や雑菌の 侵入 を阻止 した り ， 換気 な ど

巣の 管理 をす る。巣外 に排出され る木屑 は微細 な

繊維状で 穿入 し た材の色 に よ り白色 な い し竭色 で

変化が あ る。親虫 は 産卵 を終了 し た後 も 予虫が 新

J」戈虫に な る ま で 巣に い て 巣の 管理 を行 っ て い る 。

親虫が 巣 に い な く な る と短時問で 雑菌が 増え る の

で
， 抗生物質 の 様な も の が存在す る よ うで あ る が

，

ま だ 研究 され て い な い
。 成虫は飛翔中に灯火に 飛

来す る こ とが あ る。幼虫は幼虫室内で生育蛹化 し，

羽 化 した新成虫 は独 自の脱出孔 を掘 らず ， 親虫の

作 っ た孔道 を逆戻 りして 穿入孔か ら外部 に脱出す

る ，、こ れ ら の 作る 食痕は 長 梯子孔 また は梯子孔 と

呼ば れ る。ナ ガ キ クイ ム シ科 は 日本 で は 1 年 1 世

代 で
， 成虫は 盛夏に 出現す る。

　
一般 に ナガキ ク イム シ科は生き て い る木 に は穿

孔 しな い と さ れ て い る が ，マ ラ ヤ の レ ッ ドメ ラ ン

テ ィ に 入 る DendroPZat）iPus　impar（SchedD ，西ア

フ リ カ で ア オ ギ リ 科 の オ ベ チ ェ に 穿 孔 す る

Trαchyostzts　ghanaensis　Schedl，オ ー
ス トラ リア の

ユ ーカ リに 穿 孔 す る AzastroPlatyPus　incomPertus

（ShedD な どが い る 。 後者 は数世代 が 同
一

巣内 に

い て カ ース ト分 化 した社会生活 を営ん で い る 。

6　 ナガキ クイ ム シ科の種類の 検索

　ナ ガ キ ク イ ム シ科の PlatyPus属 と Crossotarsus

属 の 区別点は微妙で ， 下唇鬚 の 節数と雌の 前脚脛

節 の 特徴 を使 う た め ，口 器 を解剖す る か雌が い な

い と分け られ な い 。今 回作 っ た検索表で も こ の 区

別点 で 属 を検索 し て い る が （検索表項 目
一 2 ），

こ の 部分 を無 視 して 両属 に つ い て 検索 し，た ど り

着 い た種類 の 形態 を調 べ 同定す る方法が あ る 。材

中 に 穿孔 して い る 虫を採集 した場 合に は穿入孔近

葵

藁

、
ト
艶、

瀛
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　図 1
A

’
ヤ チ ダ モ ノ ナ ガ キ ク イム シ ？

C 　 ソ トハ ナ ガ キ ク イ ム シ 　 　 ♀

前脚腥節

　　B ；ヤ チ ダ モ ノ ナ ガ キ ク イ ム シ ♂

　　D ： シ ナ ノ ナ ガ キ ク イ ム シ 　　♂
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職

轡

齲
窮、

脾巾楓
監

 鷺
　　 も　　　　　　　　　　　　　　　　　げ

／梅ほ
，

　 図 2　 下 唇

　 A ：ヤ チ ダモ ノ ナ ガ キ ク イム シ ♂

　 B ：チ ュ ウ ガ タ ナ ガ キ ク イム シ ♂

く に い る雄を取 る こ とが多い の で
， 上翅後方 の 各

種突起 （図 3 ）や前胸背の 点刻群 の 形 （図 4 ）に

よ っ て も大 ま か に調 べ ら れ る。

1，前脚基節は 基部 で 互 に 接す る 。 （ナガキ ク イ

　 ム シ亜科 Platypc）dinae）・……・…・・…………2

一前脚基節 は 基 部 で 互 に 離 れ る 。 （トゲナ ガ キ

　 ク イ ム シ亜科 Diaporinae，トゲナガキ ク イム

　 シ 属 DiaPus）………・…・…・………・………
トゲ

　 ナガ キ ク イム シ DiaPus　aculeatzas　B　landford

2，前脚脛 節 の 外面は雄で は龍骨状 の 横皺列 を そ

　 なえ，雌で は横皺列が全部か ，あ る い は 部

　 が 小顆粒 群 に 置き換え ら れ る （図 1A ，
　 B

，

　 C ）。下 唇鬚 は 1節か ら な る （図 2A ）（オ オ

　 ナ ガキ ク イム シ属 σrossotarsus ）・・……・…… 3
一

前脚脛節0）外面 は 雌雄 と も に 横皺列 を そ な え

　 る 〔図 1D ）。下唇 鬚は 2 節か ら な る （図 2B ）

　　（ナガキク イム シ属 Plat“Pus）……一 ……14

3．腹部の 見 か け 上 の 第 1 腹節 に は後方 に伸び る

　 尖が っ た角状の 1突起 をそな え る………… 4
一腹部の第 1腹節は角状突起 を そ な え な い

…10

4．体は大 き く5．7〜6．5mm。上翅 は赤碣色 で 時に

　 後方が 暗色味 を帯び，点列部 は細 く 凹 む …・5
一

体は小 さ く4．5mm以 下 。 上翅 は淡黄色 で ，基部，

　 先端 と 会合線付近 は 暗褐色 。 点列部 は第 1 点

　 列部 を除 き凹 まな い …・………・…………・・… 7

5．一ヒ翅の 第 2 列間部は 中央で押圧 され る。新潟

　　か ら記録さ れ て い る が，珍 し い ttフ ェ ア メ ル ナ

　　ガキク イム シ Crossota　rsus 　fairmairei　Chapuis
一

上翅の 第 2 列間部は押圧 さ れ な い 。 各地に 普

　 通
・・・・……………・………………・………・……6

6．上翅後縁の外角 は短 く突出す る 。前胸背 は大

　　きな点刻に被 われる 。 腹部の 見か け上の 第 1

　 腹節の 棘は短 い
。 第 5 腹節は中高 。 前脚の 脛

　　節 は ほ とん どが顆粒 に被 わ れ る （図 1A ）。

　　後脚 の 腿節は外面に 有扇状列歯 を そ な え な い

　　…………・…・・………………
ヤ チ ダモ ノナ ガ キ

　　ク イム シ Crossotarsus　niponiczts　Blandford ♀
一

上 翅後縁の 外角 は 長く突出す る 〔図 3D ）。

　　前胸 背は細か い 点刻に被われ る 。 腹部の 見か

　　け 上 の第 1腹節の 棘は 長 く ， 第 5 腹節 は中央

　　で 凹む 。 前脚の脛節は横の 龍骨状突起 をそ な

　　え る 〔図 1B ）。後脚の 腿 節は外面に 有扇状

　　列歯を そ な え る ……………
ヤ チ ダモ ノナガキ

　　ク ・fム シ Crossotαrsus 　niponictts　Blandford ♂

7．雄 ：上翅 は短 く
， 斜面 部の 後外角は 強 く下後

　　方 に 突 出 す る （図 3E ）………………・・…… 8

　
一

雌 ：上翅 は長 く，斜面部の 後外角は尖が らず

　　鈍 く突出す る…一 ……・・…………………・…9

8，上翅 の 第 3列 間部 は基方に細 か い 突起 を そ な

　　え る 。・・…・…・………・・キバ ネナガ キク イム シ

　　Crossotarsus　flawomaculatzs／s　 Strohmeyer　♂

　
一上翅 の 第 3 列 間部 は 基方 に 突起 の 替 り に 点刻

　　を そ なえ る ………………カ シ ノ コ ナガキ ク イ

　　ム シ　Crossotarsus　 simplex
’Murayama 　♂

9，前胸 背の 中央 縦線 は 前方 で 広 が る ．前頭 に は

　　縁毛 をそ な え る ……
キ バ ネナ ガキ ク イ ム シ

　　C・・ss・tarsus　flav・ maculatus 　 St・。 hmeyer ♀

　
一

前胸背の 中央縦線 は前方 で 広が らな い 。前頭

　　に は縁毛を そなえ な い ………カ シ ノ コ ナ ガキ

　　ク イム シ （〕ro5sotarsus 　simPle ．x 　Murayalna ♀

／0．体 は細長 く ， 小楯板 は 明瞭。腹 部第 5腹 節 は

　　雄 で は 凹む が雌 で は高ま り ，
い ずれ も卵形 の

　　押圧部や黄金色 の 毛房 を持た な い 。 後脚 の 脛

　　節は附節着生部の 両側が 三 角形 の 葉片 と して

　　突出する
・……・…………・……・………・…・…11

　一体 は よ り細 長く，小楯板 は不明瞭 。 腹部第 5
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　 腹節は大 き な横長卵形の 凹陥部をそ な え
， 前

　 方 は黄金 色 の 毛房 で 縁 取 られ る。後脚騨節ぱ

　　附節着 生 部両側 で 2 鋸歯葉片 と し て 突 出す

　 　る 。 体長は 8mm 。 九州に 分布 し ， 珍 しい
……

　 　・…………・……・…・……………・・……
ヒ ゴ ナ ガ

　 　キ ク イム シ Crossotarsus　concinnus 　Blandford

11，雄 。 上翅 の 第 3 列間部は点刻 さ れ る ，，斜面部

　 　の 点列部は 明瞭 に 凹み ，列間部は隆起 し 1 列

　　の瘤 をそ な え，外縁 は後方か下方 に突出す る。

　　前脚脛節 は外縁 に約 7個 の 横の 龍骨状突起 を

　　そ な え る 。腹部の 見 か け 上 の 第 5腹節 は 中央

　 　で 低 くな る…t・tt・……・…・・…………・・……・・12

　　雌。上翅の 第 3 列閤部は基部に顆粒 を そ な え

　　る 。 斜面部の 点列部は ほ とん ど凹 まず，列間

　 　部 は弱 く隆起 し瘤列をそ な えず，外縁は突出

　　 し な い 。 前脚脛節は外縁 の 基 部 1／3 に不規則

　　な顆粒を そ な え る 。腹部の見か け 上 の 第 5腹

　 　節は 中央 で 高 く な る …・………・…・…………13

12．上翅は 斜面部側方 に 1 個 の 細か い が 明瞭な 凹

　　み を そ な え
， 側縁 は後方で 内方 に 強 く曲 る 。

　　斜面部は中高，点列部は細 い が
， 深 く 凹 む 。

　 　 先端の 凹陥部は 狭 く， 外 角 は鈍 く下方 に 突出

　　す る （図 3B ）。前頭 は 凹 ん だ中央線 をそ な

　 　 え る ………・・・・・・・・……・……
マ ル オ ナガキク イ

　　ム シ Cros∫otarsus 　emanciPatu ∫ Murayama ♂

　 一上翅 は斜面部側方に 凹 み が な く，側縁は 後方

　　に 強く曲 らな い 。斜面部は弱 く中高，点列部

　 　 は 広 い が 浅く凹 む 。 先端の 凹陥部は幅広 く，

　　外角は尖が り，後方 に 突 出す る （図 3C ）。

　 　 前頭は 隆起 し た 中央縦線 を そ な え，こ れ は時

　 　 に 中央 で 消 え る
……

ソ トハ ナ ガ キ ク イム シ

　　 Crossotarsus　 externedentatus 〔Fairmaire） ♂

13．前頭は 凹 ん だ黒 色の 中央縦線 を そ な え る 。前

　 　 胸背正 巾線後方 の 中溝 は前方 で単 に 広 が る 。

　 　 ヒ翅 の 斜面部は 明瞭な棘 を そ な え る …………

　 　 …・…・…………t・ttt……・・…
マ ル オナ ガキ クイ

　　 ム シ Crossotarsus　 emancipatus 　Murayama ♀

　 一前頭は ド側 で 隆起 し た 黒 色 の 中央縦 線を そ な

　 　 え る。前胸背中央縦線後方 は前方で 2分岐す

　　 る 。 ．ヒ翅 の 斜面部は細か い 棘 をそ なえ る
・…・・

　 　 ・…………・……・・…・・…
ソ トハ ナガキ ク イム シ

　 　 Crossotarsus　 externedentatus （Fairmaire） ♀

14， ヒ翅 の 点列部は通常凹む。もし凹 まな い 場合

　　は斜面部の 後縁 は え ぐ ら れず，ま た外後角が

　　突出 しな い 。 体 は頑丈
・………………tt……15

　
一

上 翅 の 点列部 は 第 1 点列部 を 除 き 凹 ま な い

　　が
， 細点刻列は あ る 。 斜面部 の 後縁 は え ぐら

　　れ ， 外後角 は突出す る。体は細長い
………29

15，腹部 の 第 4 腹節 は後縁に 2 本 の 尖が っ た鋭 い

　　棘 を そ なえる 。 上翅斜面部の頂上 （開始点）

　　に は第 1 列間部に大 きな棘を，第 3 ， 5 ， 7

　　列間部に小 さな棘 をそ な え，外角 は垂直な矩

　　形 の 片 と な っ て 突出す る （図 3H ＞。 前胸 背

　　 は大きな心 臓形の 点刻に よる斑紋をそな え る

　　 （図 4C ）。 体長 は約5．5mm…………
ル イス ナ

　　ガ キ ク イム シ PZatyPus　lewisi　Blandford♂

　 一腹部の 第 4 腹節は棘 を欠 く
………・………・・16

16．上翅 斜面 部の 頂上は 第 2 列間部が強 く突出

　　 し
， 第 3 列間部が後方 に短 く突出する。他 の

　　列間部 は合体 して 先端の 出 っ 張 り と な っ て い

　　 る 〔図 3J ）。 前胸背は小孔や点 刻 に よ る 斑

　　紋が な い 。体長 は 約4．5mm ・・カ シ ノナ ガキ ク

　　 イ ム シ ／
’lat）Pus　quercivorus （Murayama ）♂

　
一

上．翅 斜面部 の 頂上 に は 突起 を 欠 く・…・……・17

17．前胸背は 巾溝 の 両側 に 各 3 な い し 4 の丸 い 小

　　孔 をそ な え ，点刻群 を欠 く （図 4F ）。体長

　　 は 約4，6mm…・・…………・・…カ シ ノナガキ ク イ

　　 ム シ PlatyPus　 quer
’
civorus （Murayama） ♀

　 一前胸背 は小孔群を欠 き，中央後方に点刻斑を

　　 そ な え る か ， また は い ず れ も欠 く…・…・…・18

18．斜面部は 上翅 の 背面と明 らか に角ず け られ，

　　後外角は下方 に強 く突出す る。前胸背は点刻

　　群か ら な る中央斑 を そ な え る 。 列間部 は 基方

　　 で 広が ら ず点刻 され る 。体長は 5．3mm…・……

　　 　　 ・…………・……・…・…・・タブノ ナガキ ク イ

　　 ム シ Plat）Pus　 contaminatus 　 Blandford ♂

　 一
斜面部は上翅の 背面か ら徐 々 に 移行 し角ずけ

　　 られ ず，後外角 は丸 ま る か 鈍角 と な り，下方

　　 に 強 く突出 し な い
・…・…・……・・…・・…・・……19

19．上翅 の 両側縁は後方 で 強 く狭ま り，長 い 先端

　　 の 突起 とな る （図 3K ）−t…
・…………・・…・・20

　 一上翅 の 両側縁 は後方で 強 く狭 ま らず，先端は

　　 単純 に 幅広く丸 ま る……………・・………・…21

20．体は大き い （約 5。3mm）。 上翅 の 先端は 小 さ く
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　　 卵形 に凹む 。 上翅 の 点列部は 明瞭に押圧 さ れ

　　 る 。 列 間部 は 細 い ………・……・ttt・…シ ナ ノ ナ

　　 ガ キ ク イム シ Plat）Pus　sewerini 　Blandford ♂

　
一体 は小 さい （約4．Omm）。上 翅の 先端は細 く 鋭

　　 く 凹 む 。上翅 の 点列部はわずか に押圧 され る

　　 か 凹ま な い 。列問部は 幅広 い
……… トガ リハ

　　 ネナ ガキ クイ ム シ Plat“PZtS’　solidus 　Walker ♂

21．上 翅 の 斜面部は 五 角形で ，各角 に 小突起 を有

　　 する。列間部は後方 に 狭 く な り隆起す る 。 前

　　胸背は中央縦線 の 両側に 1 な い し 2 列の 不規

　　則な 小 さ い 小孔を有す る （図 4G ）。体長 は

　　約 3．7mm・………・・…tt…・……・
タイワ ン アカナ

　　 ガ キ ク イ ム シ Platyptes　taiwansis　Schedl ♂

　
一上翅 の斜面部は五 角形 で な い

。 上 翅の列間部

　　は後方で細 く も隆起 もし な い （チ ュ ウガ タナ

　　ガキク イム シ の 雄 を除 く）。前胸背 の 点刻群

　　 に よ る斑紋 は広 い か ， あ る い は 欠 く………22

22．雄 ：前胸背 の 点刻群に よ る斑紋 は な い 。 上翅

　　の 点列部 は後方 に細ま り隆起す る。斜面部の

　　第 3 〜 5列 間部に 当る部分 には小さ な 1瘤起

　　を そ な え
， 第 8 列間部は葉状 で鋸歯状に な る

　　 （図 31 ）。 体長 は約 5．lmm…チ ュ ウ ガ タ ナ ガ

　　キ ク イ ム シ PZ硬炉 ％5　modestus 　Blandford ♂

　
一雌 ：前胸背の 点刻群 は 明瞭 。 −L翅 の 列間部 は

　　後方で細 くも隆起 もしな い
。 斜面部 は瘤起 を

　　欠 き ， 第 8 列間部は葉状に な らな い ………23
23，上 翅は基方か ら 先端ま で 毛 に 被わ れ る。前頭

　　は やや深 く凹 み 中央縦線 の 両側に 円形 の 凹 陥

　　部 をそ な え る 。前胸背 の 点刻群は心臓形で ，

　　点刻は 前方 の も の ほ ど大き く な る 。体長 は約

　　5．5mm・……………・…・…・……
チ ュ ウガ タナガ

　　キ ク イ ム シ Plat）Pzcs　modestus 　Blandford ♀

　
一上翅は後方ある い は側方 に 毛 をそ な え る。前

　　頭 は 平坦 か，い く ぶ ん凹 むが両側 に 凹陥部は

　　な し「・・・…　
一一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一・…　一…　24

24，．ヒ翅の列間部は 少 し 凹 む か 凹 ま な い 。前胸背

　　の 点刻群 は ほ と ん ど心 臓形で 前方 に 2 な い し

　　3 個 の 孔 をそなえ る 。 体長 は約3．6mm − ……

　　
………・……・…・…・…・…・・・……・…… トガ リハ

　　ネナガキク イム シ PlatsPttS　solidus 　Walker ♀

　
一

上 翅 の 列 間部は 凹 む 。前胸 背の 点刻群 は 心臓

　　形 ，長形，楕円形 で あ る が 小孔 は な い ……25

25．体は小 さ い （約 4．Omm）。 前胸背の 点刻群 の 点

　　 刻は大き い （図 4G ）。上 翅 の 第 2列 間部 は

　　 基方 で 広が る・………・………・…
タ イ ワ ン ア カ

　　 ナ ガキ ク イム シ PlatyPus　taiTeansis　Schedl ♀

　
一

体は4，5mmよ り大 き い 。前胸背 の 点刻群の 点

　　 刻は細か い
。 上翅 の 第 3列間部は基方で ほ と

　　 ん ど広が ら な い
………・・・・・・……・…・・………26

26．触角の 球桿部の 前縁 は楕円形 に 凹む。⊥翅の

　　 第 2列間部 は基方で 広 が る 。 前胸背の 点刻群

　　 は 心臓形 。 体長 は 5．9〜6，ユmm
……一 …・一 …

　　
…………・……・・…………キ ュ ウ シ ュ ウナ ガ キ

　　 ク イ ム シ Plat）Pus　kiushuensis　Maruyama ♀

　
一触角の 球桿部 は 丸ま り，前縁に 刻み 目が な い 。

　　．L翅 の 第 2 列間部 は基方で わず か か 明瞭に幅

　　 狭 くなる一………………・………・……・…・…27

27．上翅 の 第 2 と 4 列 間部は基縁 に達せ ず短縮 す

　　 る 。前頭 は 平坦、前胸背 の 点刻群 は 心臓形 （図

　　 4C ）。体長は 約5．9mm ………・・…・・『・…
ル イ ス

　　 ナ ガ キ ク イ ム シ Plat）Pus　leTffisi　B　landford♀

　
一上翅 の 第 2 と 4 列間部 は 短縮せ ず基縁 に 達 す

　　 る 。 前頭 は 凹 む
………・…・…………・…・・…・28

28．前胸 背 の 点刻群 は細長 い （図 4E ）。 前胸背

　　側縁の 凹陥部は深 く明瞭。体は細長く，体長

　　 は約 5，lmm………一 …tt・t…一 ……・
シナ ノ ナ

　　ガキク イム シ PlatPts　sewerini 　Blandford♀

　
一前胸背 の 点刻群 は 円形。前胸 背側縁 の 凹陥部

　　は浅 く不明瞭。体 は い く ぶ ん太 く，体長 は約

　　5．Omm…・…………・……………・・タ ブ ノ ナ ガ キ

　　ク イ ム シ PZat）f）us 　contaminatus 　BlandfQrd ♀

29．雄。．L翅斜 面部 は え ぐられ
， 平滑で光沢が 強

　　く，側縁は 竜骨状 に 隆起する （図 3F ，
　 G ）。

　　前胸背の 点刻群は細 い （図 4A
，
　 B ）…・…30

　
一雌 。 上翅斜面部はえ ぐ ら れ ず，小顆粒を密布

　　し光 沢 は な く，そ の 縁 は隆起 し な い 。 前胸背

　　は 心臓形か 楕円形 の 点刻群 を そ な え る ……31

30．上翅 の 斜面部 は卵形 で ，下部 の 湾入 部 は浅 く ，

　　斜面部の 中 央 ま で 達 し な い （図 3F ）。体長

　　は 約3，5mm ……・…一 一 ・………… ヨ シ ブエ ナ

　　ガキ ク イム シ Plat）Pus　calamus 　Blandford♂

　
− E翅 の 斜面部は 三 日月形 で ， 下部の 湾入部は

　　深 く，斜面部の 中央に 達す る （図 3G ）。 体

　　長 は約 3．8mm……・…・………・・…………カ ギナ
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　　ガ キ ク ・fム シ PZat）
’
Pus　hamatus　Blandford ♂

31　上翅の 斜面部外方の 突起 は先端が 丸ま る 。 前

　　胸背 の 点刻群 は 心臓形，前 1／3 が細 くな る （図

　　 4A ）。体長 は約3．9mm・…・一 ……
ヨ シブ エ ナ

　　ガキ ク イム シ J）lat）4）us　catamus 　Blandford ♀

　
一

上翅 の 斜面部外方の 突起は 三 角形 に 尖が る。

　　前胸背の 点刻群 は楕円形 な い し長心臓形で 通

　　常後方に 丸 く狭 ま る （図 4B ｝。 体長 は約4．　Omm

　　 ・・・・……………・・…・・…………tt・tttt…カギナ ガ

　　 キ ク イ ム シ PZα妙 〃∫ hamatus　Blandford ♀

7　各種の形態 と生 態

トゲナ ガ キ ク イム シ 亜科 Diaporinae

　前脚の 基節は大き く離れ て 前胸腹板に つ く 。 日

本か らは トゲ ナ ガ キ クイム シ属 だ け が知 ら れ て い

る。

トゲナ ガキ クイム シ属 DiaPus　Chapuis

　Chapuis，］865，　MQnographie 　des　Platypides，

p，329　（type −species 　：D ．　quadr
’ispinatus　Chapuis，

1865 ）

1 　 トゲ ナ ガ キ ク イ ム シ th
’
apus　 acuminatus

Blandford （図 5 ）

　Blandford，1894，　 Trans，　 ent ．　 Soc．　 London ，

1894，p．139，♀ （lege ♂）（Higo ）

　体長 は雄で 約2，9mm，雌 で 約 3．　Omm。暗碣色，上

翅は後方を除 き茶竭色，脚は黄碣色 。 光沢 は強 い 。

　雄 ：前頭 は上方が 弱 く凹 み
， 鮫肌 状 ， 小顆粒と

下方 に は楕円形 の 点刻をそ なえる。中央縦 線は短

い が隆起 し明瞭 な 竜骨状に な る 。 前胸背 の 側縁 は

中央前方で 深 く 凹 み ，そ の 後方 か ら基部 に か けて

丸 く膨 らむ。背面の点刻は不明瞭。中央縦線 は ほ

ぼ基縁 に達す る 。 後縁前方に は大きな点刻刻か ら

な る 長 楕円形横長 の 点刻群 を そ な え る （図 4H ）。

上翅 の 第 1 ， 2 と側縁の 点 列部は押圧 され る 。 第

3 列間部 は や や広 く1幅広 い 。第 1 ， 3 ， 5 ， 7列

間部は後方 で 葉状 突起 と な り ， そ れ ら の 外方 の も

の は小 さく な る （図 3A ）。外縁 に は や や 長 い 尖

が っ た突起 を そ なえる 。 斜面部 は幅狭 くほ ぼ垂直

で
， 会 合線両側に や や 尖が っ た 1突起 を そ な え る 。

腹部の 兄か け 上 の 第 4 腹節 の 後縁 に は 長 三 角形の

1 突起 をそな え る。

慌聾慌∵

濠
欝

嵐、
繋
雛

，簿 ’

図 5 　 トゲ ナ ガ キ ク イム シ

　 左 ：雌、　 右 ：雄

nlza

　雌 ：前頭 は横隆起線 をもち，そ の 下方は横 に 凹

み，点刻 と顆粒は雄 よ り疎 。 上翅後方 の 突起 を欠

く 。 腹部の 見か け 上 の 第 5 腹節 に は 長 毛を密生す

る 。

　分布 ：本州，四国，九州，台湾，イ ン ド，
ジ ャ

ワ

　肥 後で 採集さ れ た 2 雄 に基ずき記載 され た 。 こ

の 属 は東洋系 の も の で ，台湾か ら は C．quin4uis−

pinatus　Chapuis　と　C．　 truncatus　Niijima　et

Murayama が 生 息 す る が
， 本種 の 雄 は 上 翅 後方

に 6 個 の 薄 い 葉状片 をそ なえ，雌で は大腮 ヒ部に

角状の 突起を欠 く こ とで 区別で き る 。 な お ，台湾

か ら C 　formosanus　Niijima　et　Murayama が 記載

され て い るが，前脚基節が互に接 し て い る こ と と

一般外形か ら 1⊃lat」tPu∫ 属に移 され ，
　Schedl（1972）

は こ の 学名を ホ モ ニ ム 名 と し て Plat）Pus　taiwan −

sis に改名 し た 。

　加害樹種 ： イチ イガ シ
，

ア カ ガ シ ， ツ ク バ ネ ガ

　　　　　　シ，シ ラ カ シ ， ウ ラ ジ ロ ガ シ，ク リ，

　　　　　　ツ ブ ラジ イ，
ス ダジイ

ナ ガキ ク イ ム シ亜科 Platyp。 dinae

　前脚某節の 基 部が互 に 接 す る こ と が特徴で ，円

本で は Crossotarsus属 と PlatyPus属 が 知 られ て い

る。

オオナ ガキ ク イム シ属 Crossomrsus　Chapuis

　Chapuis，1865，　Monographie 　 des　 Platypides，

p．44 （type −species ： Plat．Vi）us　wallacei 　Thomson ，

1858）
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2　 ヒ ゴ ナ ガ キ ク イム シ Crossotarsus　 concinnus

Blandford

　Blandford，1894，　 Trans ．　 ent ．　 Soc．　 London ，
1894

， P．578（HigQ）

　chapt ‘iSi　Blandford，1894，　ibid．，　p．／29，♀ （lege

♂）〔nec 　Duvivier，1891）

　本種 は Crossotarsus　angulati 節 （Sektion）に 属

す る。九州 の 肥 後か ら 1個体 に 基 ずき記載 され た。

そ の 後日本か ら は採集さ れ て い な い 。体長 は 8　 mm

で あるが ， 次の 特徴で 判別で き る 。 こ の 属 の 他種

よ り体が 細 長 く ， 小楯板 は 不 明瞭 ， 腹部第 5腹節

は 大 き く深 い 横位 の 卵形 凹陥部 を そ な え
， 前方 に

黄金色の 毛房 をそな え，後脚 の 脛 節 は跚節接合部

の 両側 に 2 鋸歯をそ なえる。

　分布 ：九州，台湾

　加害樹種 ：不明

3　 マ ル オナ ガキ ク イム シ Crossotarsus　emancipa −

tus　Murayama （図 6 ）

　 Muraya 皿 a
，
1934，　J，　C 〔〕ll．　Agr．，　Hokkaido　imp．

Un ｛v 、，35，　p ．138，♂，♀ （Nagao ）

　体長 は雄で 約4」 mm ， 雌で 4．3mm。赤竭色 ， 脚 と

腹 面は淡竭色 ， 上翅 の 後方は 暗褐色 ， 光沢 は強い 。

　雄 ：前頭 は ほ とん ど平坦。中央縦線 は 短 く黒褐

色 ， そ の 付近 は浅 く凹 む 。 表面は鮫肌 状 ， 粗大点

刻を そ な え る 。 前胸背 は 長 さと幅が ほ と ん ど 等 し

い 。側縁 は中央 の 前 か ら後方 に 浅 く 凹む 。 背面は

大小 2種類の 点 刻に被わ れ
， 側方 の 前 1／2 で は は

な は だ密 に点刻 さ れ る
。 中央縦線 は短 く基縁に 達

し な い 。点刻群 を欠 く 。 上 翅側縁 は ほ と ん ど 平 行

し ， 後縁 ぱ丸 く狭 ま る。点列部は 弱 く，基方で は

や や強 く 凹む。第 1 ， 2 と 3
，

4 点列部は 基方 で

それぞれ互 に 連 絡す る。第 2 ， 4 列間部は 基 縁 に

達 し な い
。 第 3 列間部 は基方 で 広が り第 1 ， 2 列

間部と連絡 し隆起す る 。 斜面部 は 中高で 丸 く傾斜

し，側縁 は鋸歯状 をな し，明瞭な小凹陥部 をそ な

え る 。 後縁 は丸 ま る が 中央 に大 きな湾入 部を そ な

え ，そ の 上方片側に 2 鋸歯 を そ な え る （図 3B ）。

点列部 は広 く深 く凹ん だ条溝と な る。列間部は狭

く隆起 し，小顆粒と剛毛列 をそ なえ る 。

　雌 ；前胸背は 雄 よ り わ ず か に 長 い 。上 翅 は や や

細長 く後 方 で弱 く狭 ま る 。背面 は後方 で 弱 く傾斜

図 6　 マ ル オ ナガ キ ク イム シ

　　 左 ：雌　 右 ；雄

評ボ

して 低 く な り剛毛を そ な え る 。点列部 の 点刻 は後

方 で大 き くなる。第 3列間部の 基部 に は小顆粒 を

そ なえ る 。 斜面部 は小顆粒 と剛 毛 を密 に そ な え ，

雄 よ り急 で 側縁 に は 小顆粒 をそ な え る 。後縁は弱

くへ の 字形 に 凹 み ，会合線 部 は 割 れ る 。

　本種 は Cr・ssotarSUS 　co ！eoPtr αti 節に 属す る 。 九

州 ナ ガ オ の シ イ類 か ら採集 され た 12雄， 9 雌に基

づ き記載 され た。次種の ソ トハ ナガキ ク イ ム シに

類似す る が，雄で は 上翅斜面 部は中高で，点列部

は細 い が 深 く押圧 され，網 目状に は な らな い 。そ

の 側縁に は細 く深 い 明瞭な 凹 み を そ な え る 。 後縁

の 凹 陥部は細 く ， そ の 側角は 鈍 く下方 に突出す る 。

雌で は 前頭 の 黒 色中央縦線 は 凹 み
， 前胸背 の 中央

縦線前方で 分 岐せ ず単に 広が り，上 翅斜面部 は よ

り明瞭な小突起 を そ な え る こ とな ど に よ り区別で

き る 。

　分布 ：九州，屋 久島，奄美 大 1島，沖縄，台湾

　加害樹種 ；ウ ラ ジ ロ ガ シ，ツ ブ ラ ジ イ，
ス ダジ

　　　　　　イ，タ ブ ノ キ，カ ナ ク ギ ノ キ，バ リ

　　　　　 バ リ ノ キ ， ア カ メ ガ シ ワ ，カ キバ カ

　　　　　　ン コ ノ キ

4 　 ソ トハ ナ ガ キ ク イ ム シ （］rossoldrsus 　exter −

nedentatus （Fairmaire）（図 7 ）

　Fairmaire，1850 ，　Rev ．　Mag ，　Zool．〔2），2，　p．51，

♂　（PlatmPus）　（Taiti）

　体長 は雄で約 3．8mm，雌で約 3．7mm。 赤褐色 上

翅 の 後方は暗赤 褐色 。光沢 は強 い 。

　雄 ：前頭は ほ ぼ平坦 ，中央縦線 は 長 く頭蓋 ま で
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図 7 　ソ トハ ナ ガ キ ク イ ム シ

　　 左 ：雌　　右 ：雄

　本種 は Crossotarsus　suhdePressi 節に 属す る 。 西

はマ ダガ ス カ ル か ら東 は太洋州，オ ース トラ リ ア

ま で の 熱帯 ・亜 熱帯地域 に 広 く分布 し， 日本 で は

九州南部以南 に生息 し，南西諸島で は個体数がか

な り多い 。 フ ィ
ージ で はマ ホ ガニ

ー造林地 で ピ ン

ホ
ー

ル を 作 り
， 致命的な被害 をあ た え て い る 。

　分布 ：九州，奄美大島 ， 沖縄 ， 印度支那 ，カ ロ

　　　　リ ン 諸島 ，
ハ ワ イ，サモ ア ， フ ィ

ージ ，

　　　　マ ダガ ス カ ル

　加害樹種 ：ス ギ，コ ナ ラ属の ユ種，ツ ブ ラ ジ イ，

　　　　　　ガジュ マ ル，ク ス ノ キ ， タブノ キ ，

　　 　 　 　 　ギ ン ゴ ウカ ン

延 び
， 下方で 隆起す る 。前胸背の 側縁は 中央の 後

方を巾心 に浅 く え ぐ ら れ る 。 背面は微細 に点刻 さ

れ る が
， 側方湾 人部前 方 に は 浅 く大 き な 点刻 を密

に そな える 。 中央縦線 は短 く基縁に 達 しな い 。上

翅の 側縁は後方に 弱 く広が り ， 斜面部付近か ら鋸

粛状 を な し て 弱 く狭 ま る 。点列部は点刻か らな り

基方で狭 く凹 む が
， 後方で は幅広く な り鮫肌状 と

な る。第 1 点列部は 点条 をな す 。 列間部 は幅広 く ，

後方で は 長三 角形 に 狭 ま っ て 隆 起 し，小顆粒列 と

やや短 い 剛毛列を そ な える 。 第 3 ， 5 列間部 は基

方で 広 がる。第 2
，

4 列間部 は基方 で狭ま り基縁

に達 し な い 。斜面部 は短 く ， 背面 と 明瞭に 区別で

きな い 、，下方 に は 新月形の 平滑部 をそなえ る。後

側角は 長 三角形 の 突起 をそな え ，そ の 外縁 は鋸歯

状で 内方に は 1 小突起 をそ な え る （図 3C ）。

　雌 ：前頭はやや狭 く，中央部に檎円形の 明瞭な

点刻 をそ な え る 。 前胸背は や や 短 く ， 側縁 の 湾入

部は や や 浅 く ， 表面 は微細な 鮫肌状 で や や 大 きな

点刻 をそ な え る c，上 翅 の 点列部は後方 を除 きやや

不明瞭 。 第 2 ，
4 列間部は 幅広 い 。 第 3列間部は

基 部 で 広が り小顆粒を そ な え る 。 L翅 の 後方は わ

ずか に 傾斜 し ， 小顆粒 と剛毛をそ な え る 。 斜［面部

は背面 と明 ら か に 区別で き，新月形 で 突起を欠 く

が 小顆 粒と剛毛をそ な え る 。

　 前種 マ ル オナ ガキ ク イム シ に 類似す る が，次の

点 で区別で きる。雄で は上翅斜面部側方 の 凹みが

な く
，

こ こ の 点列部は わ ず か に 凹 み ，後縁 の 凹陥

部はは るか に 幅広 い 。 雌で は前頭 の 正 中線が隆起

し，斜面部 の 突起は よ り小 さい 。

5　 フ ェ ア メ ル ナガキ ク イ ム シ σrossotarsus 　fair−

mairei 　Chapuis

　Chapuis
，
1865

，
　Monographie 　des　Platypides ，

p，79，fig．18，♀　（lege　♂）　（lndia）

　本種は Crossotarsus　 ventricorni 節 に 属 し
， イン

ド産 で あ る が
， 村 ILI（1965）は奥只見か ら記録 し，

Beeson 博 上の 同定 した イ ン ド産 の 標本 よ り小型

で あ っ た と記述 し て い る 。 筆者は こ の 標本 を見 て

い な い が，同時 に 記 録 され た キク イム シ に は同定

の 間違 い が 多い の で 本当に こ の 種類で あ っ た か ど

う か に 疑 問 が あ る。ヤチ ダ モ ノ ナ ガキ クイム シ に

類似す る が ，前胸 背 の 基部 に 密な 豆痕 （variolose ）

状の 点刻を密に そ な え
， ．L翅 の 第 2 点列部は il

．
1央

で 押圧 さ れ る こ と で 区別 で き る。

　分布 ：本州 ， イ ン ド，
ス リラ ン カ

　加害樹種 ：不明

6　 キ バ ネナ ガ キ ク イ ム シ Crossotar∫as 　flavoma−

culatus 　Str〔｝hmeyer

　Strehmeyer，19ユ2，　Ent、　Mitt．，1，　p．40，♂，♀

（Hoozan 　in　Forrnosa，　Philippines）

　4．5mm 以下 の 小型種 。 色 彩 は上翅が淡黄褐色 で

上翅の基部，会合線，先 端部は 暗褐色 と な る 。前

頭 は縁毛 をそ な え る 。 前胸背 の 中央縦線 は 前方で

広が る 。 上翅 は点列部の 第 1点列部を除き押圧 さ

れ ず，第 3 列間部は顆粒を そ な える。雄で は 上翅

が 雌よ り短 く ， 末端 の 外角 は鋭い刺状 に 突出す る

が，雌で は鋭 く な る 。 腹部 の 見か け上の 第 1腹節

は厚 い 1 刺をそ な え る 。
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　本種 は Cプo∬ otarSttS 　ventricorni 節 に 属す る 。カ

シ ノ コ ガキ ク イ ム シの 近縁種 で あ る 。

　分布 ：九州，台湾，フ ィ リピ ン，マ ラ ヤ ， ジ ャ

　 　 　 ワ

加害樹種 ：ア ラ カ シ

7　ヤチダモ ノ ナ ガキ クイム シ Crossotarsus　niPo −

nicus 　Blandford （図一 8 ）

　BlandfQrd，1894 ，　 Trans，　 ent ．　 Soc．　 London ，
1894 ，p、130，♂，♀　（lege♀，♂）

　（Sapporo，　Hakodate
，
　Miayanoshita，　Yuyama ，

Kiushu）

　体長は 雄 で 約 5．9mm，雌で約 6．3mm。円筒形。色

彩は光沢ある赤竭色で ， L翅先端 は黒ずむ。

　雄 ：前頭 は ほ ぼ 平坦 ，鮫肌 状 で 楕円形 の 点刻 を

そなえ，中央縦線は 短 い
。 前胸背 は幅と長 さ が 等

しく ， 側縁は 中央部後方で や や深い 凹陥部をそな

え る 。 中央縦線 は 短 く，基縁 ま で 達 しな い
。 背面

は明瞭 に点刻 され，点刻群を欠 く u 上翅 の先端は

少 し狭 ま り，外縁角が後方に 突出し ， 後縁 は弧状

を な して 凹 む （図 3D ）u 点列 部 は幅狭 く第 1 点

列 部の 全 体と各点列部 の 基部 は 弱 く 凹 む
。 第 1 と

2
，

3 と 4 点列部は基方で 合流 す る 。列間部 は微

細な点刻 を疎布す る
。 斜面部 は緩 やか で ， 点列部

は 幅広 くな り溝状 に浅 く押圧 され る 。 列間部は 小

顆粒 と長毛列 をそな える 。 腹部の 見 か け上 の 第 1

腹 節 は 中央 に 1 本 の 尖が っ た長 い 棘 を そ な え る 。

第 5 腹節は横 に 凹む。

　雌 ：前頭 の 点 刻は小 さ い 、上翅 の 第 3 列間部は

基方で 隆起 し，小顆粒列 を そ な え る 。 上翅 外縁角

の 突起や腹部の棘 は雄 に 比較 して 短 い
。 腹部の 見

か け上の 第 5 腹節は中高 で 凹ま な い 。

　本種 は Crossotarszts　ventricorni 節 に属 し，各種

の 広葉樹 に穿孔 す る 普通種 で
，

ブナ丸 太の 重要穿

孔 虫に な っ て い る。 1 年 1 世代 。 成虫 は 5 〜10月
に 発生す るが ， 最盛期は 7 〜 8月 ，直径20cm以上

の 伐採 直後の 新鮮な大径丸太に穿孔 し ， 樹皮か ら

材の 中心部に 向 い 5 − 12cm の 深 さ の 孔道 を掘る 。

こ の孔道は普通 年輪 に沿 っ て 分岐す る。産 卵は孔

道 の 先端や 分岐孔内で 長期間に わ た る た め ， 巣の

中 に は 各虫態 の も の が 見 ら れ る 。孵化幼虫は 孔道

か ら上下 に短孔の 個室 （幼虫室 ）を作 り， そ の 中

で 蛹 化 す る
。

1 ヵ 所 の 産卵数は 3 〜 4個 ， 多い も

の は10個で あ る 。・一夫一妻性 で雄 は 穿入 孔近 く に
，

雌 は巣の 内部に い る。巣建造 中に は穿入孔 か ら細

繊維状 の 木屑 を排泄し， 穿入孔の周囲 に うず高 く

積 まれ る。孔道 の 直径 は約 2mm で壁面周辺 の 材は

ア ン ブ ロ シ ア 菌 で 黒 変す る が ，そ の 外方 は 環 状 に

白色 とな る 、

　分布 ：北海道 ， 本州，四 国，九州 ， 奄美大 島 ，

　　　 沖縄，台湾

　加害樹種 ： ツ ガ
， サ ワ グ ル ミ ， イヌ シ デ ， アカ

　　　　　 シ デ，ハ ン ノ キ ，
ブナ ， イ ヌ ブナ，

　　　　　 ミズナ ラ，シラカ シ，ウ ラ ジ ロ ガ シ
，

　　　　　 ク リ，ケヤキ ，
フ サザ ク ラ，ホ オ ノ

　　　　　 キ，タ ブ ノ キ，カ ナ ク ギ ノ キ ， キ ハ

　　　　　 ダ，ニ シ キギ，イタヤ カ エ デ，イロ

　　　　　 ハ モ ミ ジ ， ヤ マ モ ミ ジ
， トチ ノ キ，

　　　　　 シ ナ ノ キ
，

ハ リギ リ ， リ ョ ウ ブ，エ

　　　　　 ゴ ノ キ ， ヤチ ダモ

が 縅

図 8 　ヤ チ ダモ ノ ナ ガ キ ク イム シ

　 　 　左 ：雌、　 右 ；雄

8 　 カ シ ノ コ ナ ガ キ ク イム シ Crossotarsus　sim −

plex 　Murayama （図 9 〕

　Murayama，　1925，　J．　Coll．　Agr．，　Hokkaido 　imp ，

Univ，，15、　p．231，♂，♀ （Ayakita〕

　体長 は雄 で 約3，5mm
， 雌で 約4，0mm。茶褐色，上

翅 は基部，会合線両側，側縁 ， 後部を残 し黄褐色。

光沢 は強 い 。

　雄 ：前頭 は ほ とん ど平坦 ， 中央 縦線は や や長 い 。

表面は鮫肌状 で 浅 い 点刻 を そ な え る 。 前胸背は 幅

よ り わ ずか に 長 い 。側縁 は中央部で 深 くえ ぐ ら れ

る 。中央縦線 は 短 く 基縁 に 達 せ ず 前方で広が る。
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図 9 　カ シ ノ コ ナ ガ キク イム シ

　 　　 　 　 雄．

上 翅 の 点列 部は 中央 で は 不 明瞭な 点刻列 を な す

が ， 基方 は狭 く 凹 ん だ点条 を な し，後方 は斜面部

の 前方か ら徐 々 に 条溝 と な っ て 凹 む。第 1 点列部

は全体 に 凹 む。列間部 は幅広 く，斜面部前方か ら

斜而部 に か け て 狭ま り，ほ とん ど無点刻。第 1 列

間部 は 狭 い 。第 3 列問部の ．基方 は徐 々 に狭ま り細

点刻 を そ な え る 。 第 4 列間部 は基方 に 狭 ま り基縁

に 達 し な い 。斜面部 は緩 く傾斜 し，後側角 は鋭 く

長 く突 出 す る （図 3E ）。 点列部 は 幅広 く 凹 み
，

列 間部は 竜骨状を な す。腹部 の 見か け 上 の 第 1 腹

節 は長い 突起 をそ なえ る。

　雌 ： ヒ翅斜面部の 後側角は 短 く突山す る。点列

部は雄 よ り狭 く，列間部は幅広 く鮫肌状で 隆起す

る が 竜骨状に は な ら な い 。

　本種 は Crossotarsecs　tentricorni 節 に 属 し
， キ バ

ネナ ガキ ク イム シ に 酷似す る が ，雄 で は前頭 に 縁

毛 を そ な え ，前胸背 σ）中央縦線は 前方で広が り ，

上翅 の 第 3 列 間部が 点刻を そ な え る こ と で 区別で

き る 。

　 分布 ：本州，四 国，九州，沖縄 ， 朝鮮半島 ， 台

　　　　湾

　 加害樹種 ：サ ワ グル ミ，コ ナ ラ，イチ イガ シ，

　　　　　　ア カ ガ シ
，

ツ ク バ ネガ シ，ア ラ カ シ ，

　　　　　　 シ ラ カ シ，ウ ラ ジ ロ ガ シ，ツ ブ ラジ

　　　　　　 イ，
ス ダジ イ，マ テ バ ジイ，イチ ジ

　　　　　　 ク属の 1種，タブ ノ キ ， カナ クギ ノ

　　　　　　キ ， ヤ マ ザ ク ラ
，

サ ク ラ 属 の 1種 ，

　　　　　　 ネム ノ キ，ナナ メ ノ キ，カ エ デ 属 の

　　　　　　 1種，モ ッ コ ク ，サ
．
カ キ

ナガキ ク イ ム シ属 P 跏壇 π∫ Herbst

　Herbst，1793，　Natursystem　 a！ler　bekannte　in−

und 　　auslandischen 　　Insekten，　　5，　　p．　　128

〔type−species 　： Bostrichus　 cylindrus 　Fabricius，

1792）

9 　 ヨ シ ブ エ ナ ガ キ ク イ ム シ Plat＞Pus　calamus

Blandford （図 10）

　Blandford，1894，　 Trans，　 ent ．　 Soc 　London ，

1894，p，137，♀ 〔lege ♂〕（Miyanoshita，　Oshima，

Kiushu （Higo ，
　Yuyama ，　etc ．））

　体長 は雄 で 約 3．5mm，雌で 約3．9mm。 細長 い 円筒

形 。 光沢あ る黄褐色な い し赤褐色 ，
上翅 の 後方 は

暗碣色 とな る 。

　雄 ：前頭は ほ ぼ平tH． 鮫肌状で 明瞭 rs 点刻 を そ

な え る 。 中央縦線は短く ， そ の 付近 は浅 く丸く凹

む u 前胸背 は幅よ り明 ら か に 長 く，側縁は 中央部

か ら後方 に か け て や や深 い 凹陥部 を そ な え，表面

は細 か い が明瞭な点刻をそ な え る 。 中央縦線は短

く基部 に 達 せ ず両側 に 幅狭 い 点刻群 を そ な える

（図 4A ）。上翅の 点列部 は第 1 点 列部 を除き凹

ま ず単に点刻 の 列か らな り ， 後方 の 点刻ほ ど大き

く な る n 第 1 と 2 ， 3 と 4 点列部 は 基方 で 彑に合

流 す る。列間部は ほ と ん ど隆起 し な い 。 斜面部は

ほ と ん ど隆起 し な い
。 斜面部は 斜 に 裁断 さ れ て卵

形 ，そ の 縁 は高 く隆起 して 竜骨状 をなす。表面 は

深 く 凹 み ，平滑で 強 い 光沢 があ り， 周縁 と会合線

部 に 毛 をそな え る。下部後縁に あ る 凹陥部は半 円

形 ， 斜 面 部の 長さ の 約 1／3 ま で 達 し，後外角 は後

図10　ヨ シ ブエ ナガ キ ク イム シ

　　 左 ：雌 　 右 ：雄
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．
ド方に突出 し尖 が る （図 3F ＞。

　雌 ：前頭 中央部の 凹 み は や や深 く ， 点刻は細か

い 。 前胸背 の 点刻群 は幅広 く 心臓形で 前 1／3 は狭

い （図 4A ）。　 h翅斜面部 は三 日月形 で小 さく ，

ほ ぼ平坦 ， 外縁は弱 く丸 く隆起 し全体 に 小顆粒と

毛 を そ な え，後外角の突起 は先端 で 丸まる 。

　本種 は Platmpi　cuPuZati 節 に 属 し， 日 本各地 の

広葉樹丸太に やや普通 に 見 ら れ る が
，

モ ミ か ら採

集 され た こ ともあ る 。奄美大島と沖縄 の 個体は体

が やや大 き く斜面部 の 凹陥部は や や細長 い 。年 1

世代。成虫は 6 〜 9 月 に 出現 し ， 樹皮を通 っ て材

の 中心 に 向 っ て 穿孔 して産卵す る 。幼虫 は短孔 を

掘 っ て 発育 し，老熟す る とそ の 先端で 蛹化す る。

孔道の 直径は約 lmm で ある が
， 幼虫室は10− 20cm

の 深 さの と こ ろ に 縦横 に作ら れ る 。

　分布 ：北海道，本州，四国 ， 九州 ， 屋 久 島，奄

　　　 美大島， 沖縄 ， 朝鮮半島，台湾

　加害樹種 ：モ ミ， ミズ メ ，ブナ ，
ミ ズナ ラ ，コ

　　　　 　 ナ ラ ， イチ イガ シ，ア カ ガ シ，ハ ナ

　　　　　 カ ガ シ ， ツ ク バ ネガ シ ， ア ラカ シ ，

　　　　 　 シ ラ カ シ ，ウ ラ ジ ロ ガ シ，ク リ，ツ

　　　　　 ブラ ジイ ， ス ダジ イ，シ キ ミ， タブ

　　　　　 ノキ ，
ホ ソ バ タブ

， カ ゴ ノキ，イス

　　　　　 ノ キ，シ ュ ウ リザク ラ，リ ン ボ ク
，

　　　　　 ヒ メ ユ ズ リハ ，アカ メ ガ シ ワ ，ナナ

　　　　　 メ ノ キ， トチ ノ キ ， ア ワ ブキ ， ヒ メ

　　　　 　 ン ヤ フ ，
モ ッ コ ク，サ カ キ ，

ハ イ ノ

　　　　 　 キ ，
エ ゴ ノキ， トネリ コ

10　タ ブ ノ ナ ガキ ク イ ム シ PlatsPus　contaminatUs

（Blandford）（図11）

　Blandford，1894，　 Trans．　 ent ．　 Soc．　 London ，

1894，P．131，♂　（lege♀）（Crossotarsus）（Higo ）

　体長 は雄 で 約5．3mm
， 雌 で約 5．Omm。 赤竭色 ， 上

翅 の 後方は 暗褐色 。

　雄 1前頭は 平坦 ， 鮫肌状で 大き な 点刻を ほ ぼ均

一．
に 密布す る 。 中央縦線は短 い 。前胸 背は 幅よ り

長 い 。側縁 の 凹陥部 は 浅 い
。 中央縦線 は短 く基縁

に達 し な い 。表 面 の 点 刻は細か い が 明瞭，中央 の

左右 に 弱 い 凹 み が あり ， そ の 前 方 に は他 よ り大き

な点刻を疎 に そ な え る 。上 翅の側縁は 中央部 ま で

ほ ぼ平行 し，そ の 後弱 く狭 まる。点刻部 は細か い

図 11　 タ ブ ノ ナガ キ ク イム シ

　 　 　 　 　 雄

点刻 を並 べ 狭 く押圧 さ れ る 。第 1 と 2 ， 3 と 4 点

列部 は基方で 合流 しな い 。 列間部 は弱 く隆起 す る

が
， 基方で強 くな り小点刻 をそ なえ る 。 後方の 各

列間部は小顆粒 を密 に，時に乱 れ た 毛列 を そ な え

る。斜 面部は 長三 日月形 で 頂上 に 突起 を欠 き，上

翅 表面か ら 明瞭 な 角 を形成す る 。 外角 は強 く 下方

に突出す る。腹部腹節 に は突起 を欠 く。

　雌 ：前頭は 凹 む 。 前胸 背 の 点 刻斑は 円形。第 2

列間部は 基 方で い く ぶ ん細 くな る 。

　本種 は PlatJV）e　semidePressi 　nenjに 属す る 。 日本 で

は多 くな い
。

　分布 ：本州 ， 四国 ， 九州，台湾，ヒ マ ラヤ ， 中

　　　 国 （福建 ）

　加害樹種 ：サ ワ グ ル ミ，タブノ キ，カ ナク ギノ

　　　　　 キ ， カ ゴ ノ キ ， トチ ノ キ ， ヤ マ トア

　 　 　 　 　 オ ダモ

11　カ ギナ ガキ ク イ ム シ Pla！yPus　hantatus　B　land−

ford（図 12）

　Blandford，1894，　 Trans．　 ent ，　 Soc、　 London ，

1894，p．138，？ （lege ♂〉（Yuyama ，　Miyanoshi−

ta）

　tenuiS　 Murayama ，1925，　 J．　 CQIl、　 Agr．，　 Hok −

kaido　imp．　Univ ．，15，　p，234，♀ （SapporQ ）

　本種 は PZα壇 ゴcuPzalati 節 に 属 し，上翅 斜 面 部

が斜 に裁断され，側縁が 高 く縁取 ら れ る こ と か ら

ヨ シ フ エ ナ ガ キ ク イム シに 類似す る。体は大 きく

（3．6 − 4．Omm＞，雄成虫で は 前胸背の 中央縦線 は

長 く，そ の 前半部 に 点刻群が あ り （図 4B ），⊥
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図12　カ ギナ ガキ ク イム シ

　 左 ：雌　 右 ：雄

翅斜面部の 凹陥部は 深 く大 き く
， 斜面部 の 半分 に

達 し，そ の両側角は長 く突出す る u 雌で は上 翅斜

面部 の 凹陥部が 幅広 い こ と など で 区別で き る 。 生

態は ヨ シブエ ナ ガキ ク イム シ に準ず る と 思 わ れ る

が，個体数 は は る か に少な い 、，

　分布 ：北海道，本州 ， 九 州

　加害樹種 ：ブナ， ミ ズナ ラ

12 キ ュ ウ シ ュ ウ ナ ガ キ ク イ ム シ PlatmPus

kiztshuen5is　Muravama

　Murayama ，ユ936，　 Tenthredo，1，　 pp，139，149，

♀ （lshikochi，　Nagano）

　本種 は Plat．vpi　sulc ／ati 節 に 属 し，雌 しか 採集 さ

れ て い な い 。体長 は約 6m 隅 。 触角の 球桿部は前縁

に 楕円形の 凹 み をそ な え る。前胸 背 の 点刻群に よ

る 斑紋は 心臓 形 。上翅 の 第 2 列間部は基方で広が

る 。 筆者 は こ の 虫を未だ 採集 して い な い 。

　分布 ：九州 ， 台湾

　加害樹種 ：イチ イガ シ， コ ナ ラ 属 の 1種

13　ル イス ナ ガ キ ク イム シ Pgat）Pus　Z8觀 ∫温 land−

ford（図13）

　Blandford，1894 ，　 Trans．　 ent ．　 Soc．　 London ，

1894、p．134，♂，♀　（lege♀，♂）

　（Miyanoshita，　Kiga，　Tuyama ）

　 unicacanthurus 　Beeson，1941 ，　FQrest　Insects　of

India，　p、347 （lndia ）

　体 長 は 雄 で 約 5．5
， 雌 で 約 5．8mm 。 赤褐色 ，上翅

後方は暗褐色 、、

図13　ル イス ナ ガ キ クイム シ

　　 左 ：雌 　 右 ：雄

　雄 ：前頭 は平坦 ， 鮫肌状 で 掻傷状 の 点刻 を密布

し ， 中央縦線は短 い 。 前胸背の 側縁 は中央 の や や

後方 よ り に 凹陥部が ある。表面 は明瞭 に 点刻され，

中央縦線 は 短 く基縁 に達せ ず ， そ の 周辺 に は小点

刻群 に よ る心臓形 の 斑紋を そ な え る （図 4G ），，

上翅点列部 は大き な 点刻 を並 べ て 凹み，第 1 と 2，

3 と 4 点列部は基方で 合流する 。 第 2 と 4 列間部

は基方 で 幅狭 く な り基部 に 達 しな い 。．ヒ翅後方 の

斜面部の 頂 上 に は 第 1 ， 2 列 間部 で は後方 に伸び

る 大 きな長三角形 の 棘 を，第 3 ， 5 ， 7列間部に

は小 さ な棘 をそ な え
， 外角は 垂直の 矩形片 とな っ

て 突 出 し， そ の 内方に 小瘤突起 を そ な え る （図 3

H ）。 斜面部 は 上 半部 の 点列部 が 明 らか で あ り ，

列間部は粗造 、，腹部 の 見か け 上 の 第 4腹節 は後縁

に 後方に 伸び る 2 本 の 尖 が っ た強 い 棘 を そ な え

る
。

　雌 ：前頭 の 中央縦線 は雄 よ り少し長 い 。前胸 背

の 点刻群 は やや大き い （図 4C ）。上翅後方の 点

列部 は不明瞭と な り，小顆粒 と毛を不規則 に そ な

え る 。斜面部 は半円形 で 平坦 ， 小顆粒 と毛 を密 に

そ なえ，雄 に見 ら れ る突起を欠 く 。

　本種 は Plat）pi　Palaeopgicati節 に 属 し ， 日本で は

分布 の 広 い わ り に はヤ チ ダモ ノナガ イク イム シ ほ

ど個体数が 多くな い 。広葉樹 に穿孔 す るほか ， モ

ミ ，
ス ギ か ら も記録 さ れ て い る 。 他 の ナガキク イ

ム シ 同様材部に穿孔 す る。

　分 布 ：北 海道 ， 本州，九州，済州島，台湾，中

　　　　国 （福建 ）， 印度

　加害樹種 ：モ ミ，
ス ギ ， ミ ズ メ ，ブナ， ミズナ
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ラ，コ ナ ラ，ナ ラ ガ シ ワ
， イチ イ ガ

シ，アカ ガシ，ア ラ カ シ，ク リ， ト

チ ノ キ ，
ハ リギリ

ユ4　チ ュ ウガ タナ ガキ クイ ム シ Plat）Pus　modestus

Blandford （図 14）

　Blandford，1894，　 T エans ．　 ent ．　 Soc，　 London，
1894，p．134，♂，♀　（lege　♀，♂）（Nikko，　Shi−

midzu 　Toge）

　体長は雄 で約5．C〕mm ， 雌 で約5．1mm。 赤竭色，　 L

翅基方は やや 淡色 ，光沢 は強 い 。

　 雄 ：前頭は ほ ぼ 平坦 ，中央縦線 は 短 い
。 表面 は

鮫肌状 で 点刻は小 さ く不明瞭。前胸背 は幅よ り わ

ず か に長 く，側縁の 凹 陥部は浅 い 。 背面 は明瞭 な

点 刻 を そ な え る 。中央縦線 は や や 長 い が基縁に は

達 し な い 。 点刻群 は な い 、、上翅の 側縁 は後方 に 少

し広が り，後縁 は鈍角状 に丸ま る 。 点列部は浅 く

凹み 条溝 を な し，明瞭な 点刻を そ な え後方に広 く

な る。列間部は 隆起 し ， 細点刻 と基部 に 小顆粒を

そな え る。斜面部の 点列部は浅い が押圧 さ れ ，第

1 点列部 を除き ド方 で 不 明瞭 に な る。列 間部 に は

小顆粒 と剛毛 をそ なえ，
．
ド方第 3 〜 5列閥部に あ

た る部分に 1 小突起 をそな え る （図 31 ）。 外縁

の 第 8列間部は 隆起 し，鋸歯状 と な る 。

　雌 ：前頭 は丸 く押圧 され
， 左右 に 楕円形 の 凹 み

が あ る 。 中央縦線 は雄 よ り長い 。 前胸背の 点刻群

は 中央後方に あ り微細点刻を密 に そ な え
， 前方 中

央部の もの は 大き くなる （図 4D ）。上 翅列 間部

は雄よ り幅狭 く，条溝 に な ら な い 、，斜面 部は丸 く

図14　チ ュ ウガ タナ ガキ ク イム シ

　 　 　左 ：雌 　 右 ；雄

傾斜 し，突起 を欠き，小顆粒 と剛毛を や や密生す

る。 ド方 に は 亜 三角形 の 平坦 部が あ り，鮫肌状で

小顆粒 を密生す る u

　本種 は P！at3pi　sulcati 節に 属 し，東北地方 の ブ

ナ林に 多 い 。

　分布 ：本州 ， 九州 ， 台湾

　加害樹種 ：オ ニ グ ル ミ
，

ブナ
， イヌ ブナ ，

コ ナ

　　 　　　 ラ ，
カ ツ ラ，イ ロ ハ モ ミジ， トチ ノ

　　 　　　 キ

15　カ シ ノナ ガ キ ク イム シ PlatyPUfi　querciVOT
・
us

（Murayama ）（図15）

　Murayama ，1925，　J．　Coll．　Agr．，　Ilekkaido　imp ．

Univ．，15，　p．229，♂，♀ （Crossotarsus）（Echigo，

Ayakita）

　 seafenestratus 　Beeson，1973，　Ind．　For．　Rec ．，　N ，

S．，（3）3，P，941♂，♀ （Crossotarsus）

　 ［形 態］

　成虫 ：体長 は雄 で 約4．5mm
， 雌 で約4．6mm

。 赤褐

色，上 翅後方 は暗褐色 。

　雄 ：前頭 は ほ ぼ 平 坦 で 荒 い 点刻 を密 に そ な え

る 。中央縦線 は 短 く 凹 む。前胸背は 幅よ り長 く
，

側縁中央部後方に は 深 い 凹陥部をそ な え る。中央

縦線 は短 く基縁 に達 し な い 。小孔や点刻群を欠 く 。

上翅 は側縁の 基方 2／3 が平行 し ， そ の 後先端 に 狭

まる。点 列部は細 い が 明ら か に 凹む v 第 1 と 2 ，

3 と 4 点列部は基方で 合流す る 。列間部 は弱 く隆

起す る 。第 2 列間部 は 基半部で 幅広 く な り斜面部

の 開始点で 強 く後方に突出す る 。第 3列間部 は基

半部 で 幅 狭 くな り ， 後方で 短 く突出す る 。 第 4 列

併騨

遶

図15　 カ シ ノ ナ ガ キ ク イム シ

　　 左 ：雌 　 右 ：雄
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間部よ り外方 の もの は後方で 合体 して後端の 出 っ

張 り を形成 す る （図 3J ）。
こ れ ら突起 の ドの 斜

面部は半楕円形で 小顆粒 と短毛 を密布す る。

　雌 ：前 胸背 の 中央線周辺 に 心臓 形の 平坦部が あ

り 5 〜10個の 黒羯色に縁取 られ た 円孔 をそ な え る

（図 4F ）v 上翅後方 に は 突起 を欠 き，小顆粒 と

毛 を密 に そ な え る 。 斜面部は幅広 い 三 角形 で ，後

縁 は い くぶ ん丸 く突出す る ． 表面は小顆粒と短毛

を密布す る。

　本種 は Plat｝，pi　pseudlosPinulosi　en／に 属 し， 1年

1 世代 。成虫 は 5 月下旬〜10月に 出現す るが ， 盛

期は 6 − 7 月 で あ る 。

一夫一妻性 。 成虫は樹皮を

通 り中心 に 向い ，心 材
．
に達する と年輪 に 沿 っ て 曲

り，14cmぐ ら い 穿孔す る と，湾曲部か ら反対方向

に年輪に沿 っ て 約12cm の 孔道 を穿 ち ， さ らに 分］1皮

孔を作 る 。幼虫は 分岐孔か ら短孔を掘 り蛹化す る 。
一

般 に 乾燥 の 進 ん で い な い 伐倒丸 太 を好み 穿孔す

る 。 緑葉 の つ い た マ テ バ ジ イ ， ナ ラ類の生立木に

穿孔 して集団拈損 を発生 さ せ る こ と もあ る が， こ

れ ら は ，筆者の 見た本州 円本海沿岸の 被害林で は ，

老齢過熟木やナ ラ タケ病被害木な ど な ん ら か の 原

因 で 衰弱 し た木 に 穿入 し た も の で あ る 、

　分布 ：本州 ，
三 宅島 ， 四国 ， 九 州 ， 奄 美大 島 ，

　　　　沖縄，台湾，印度，ジ ャ ワ，ニ ュ
ーギ ニ

　 　 　 　 ア

　 加害樹種 ：ス ギ ， ク ヌ ギ，ミ ズナ ラ ，ア カ ガ シ，

　　　 　　　ツ ク バ ネ ガ シ
，

ア ラ カ シ
，

シ ラ カ シ
，

　　　 　　　ウ ラ ジ ロ ガ シ，ツ ブ ラ ジイ，ス ダジ

　　　　　　イ ， シ リブカガ シ ， カナ クギ ノキ ，

　　　 　　 サ ク ラ属 の 1種，ナ ナ メ ノ キ

16 　シ ナ ノ ナ ガ キ ク イ ム シ Ptat）Pus　 severini

Blandford （図16）

　Blandford，1894，　 Trans、　 ent 、　 Soc　London ，

1894 ．p．136，♀　Uege　♂）（Nikko ，　 Chuzenji，

Hakodate ）

　成 虫 ：体長 は雄 で 約5．3mm，雌 で 約 5，1mm。赤竭

色な い し暗褐色 ， Ll翅 の 後方は 黒 色。

　雄 ：前頭 は 弱 く 凹 み ，鮫肌状で 粗大な 点刻 を密

布 し粗造 。 中央縦線は 短 い が隆起 す る u 前胸背 は

幅よ りわ ずか に 長 く，側縁は中央で 凹陥 し，
そ の

後角 ば側方 に 張 り出す。表面は明瞭に 点刻 され る
。

図16　 シ ナ ノ ナ ガキ ク イ ム シ

　 　 左 ：雌　 右 ：雄

中央縦線 は短い 。上翅 は後方 2／3 か ら徐々 に先端

に 狭 くな り， 1 対 の 突起 に終 る （図 3K ）。点列

部は小点刻を並 べ 幅狭 く押圧 さ れ る 。 列間部は 弱

く隆起 し鮫肌状で 小点刻 をそな え
， 基方に は小顆

粒列 を ， 後方に は ユ毛列 を ， 後端突出部の 基部 に

は密な 毛 を そ な え る 。

　雌 ：前胸背 は雄よ り縦長，側縁 の 凹陥部は弱 い，

中央縦線 は長 く基部 に 達 す る 。 中央縦 線両側 に は

中央か ら基縁 ま で伸び た長楕 円形 の 点刻群を そ な

え る （図 4E ）。 上翅 は側縁が強 く狭 ま ら ず，先

端が単純 に 丸ま る 。 斜面部 は半円形 ， 後縁は 下方

に わ ず か に 幅広 く突出 し縁取 ら れ る。表面 は やや

光沢 が あ り小顆粒 をそな え る。

　本種は Plat）ipi　oayuri 節に 属 し ， 各地 に分布 し，

各種 の 広葉樹 に 穿孔 す る 、、ユ年 1 世代 。成虫 は 5

− 9 月 に 出現 し，最盛期 は 7 〜 8 月，新鮮 な伐倒

木 な ど の 樹皮 を 通 り材 の 中心 部 に 向っ て 直径

1，5mm長 さ 6 〜 7cnlぐ ら い の 直孔 を掘 るが，中に

は 深 く10数cm に お よ ぶ もの や左右に 曲 っ た り分岐

す る もの があ る。孵化幼虫 は 孔道 か ら縦軸方向の

ヒ下 に 7 〜IO本 の 分岐孔を作 り， こ の 先端で 蛹化

す る 。 食痕 は長梯子孔 を形成す る。

　分布 ：北海道 ， 本州 ，
四 国，九 州

　 加害樹種 ：ク マ シデ ， ケヤ マ ハ ン ノ キ，ハ ン ノ

　　　　　 キ，ブナ，イチ イガ シ ， サ ク ラ 属 の

　　　　　　1 種 ， イタヤ カ エ デ
，

トチ ノ キ ，シ

　　　　　 ナ ノ キ，ツ バ キ，シオ ジ，コ バ ノ ト

　　　　　　ネ リ コ
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17　ト ガ リハ ネナ ガ キ ク イム シ Ptat）4）us 　 so ！idus

Walker （図17）

　 Walker，1858，　Ann ．　Mag ，　 nat ．　Hist．，（3），2，　p．

286，♂　（Ceylon）

　体長 は雄で約3．8mm， 雌で 約3，9皿皿 。赤褐色 ， 上

翅後方は 暗偈色 。 光沢 は強 い 。

　雄 ：頭部は前頭 か ら頭蓋 に か けて 縦 に 凹 み
， 粗

造 で 小顆粒を密布す る 。 中央縦線 は短 い 。前胸背

は幅 よ り 明 ら か に 長 く ， 側縁 は強 く 凹陥 し ， 表面

は 明瞭な点刻 を そ な え る。中央縦線 は や や長 く，

先端は 2 分 し ， 後方は基縁に達 しな い 。 上翅の 側

縁 は後方 1／3 が 丸味を も っ て 強 く狭 ま り，後縁 は

強 く後方に突出す る。点列部 の 点刻は 小 さ く，狭

く凹む 。 列間部は広 く弱 く隆起 し，不規則に 並 ん

だ 明瞭な 点刻を そ な え ，基方 の もの は大 き くなる 。

後方の 列間部は低 く鮫肌状 に な り，奇数列 に 長い

毛 を偶数列 に は短 い毛の毛列をそ な え る。後縁 は

細 長 く突 川 し，会合線部 は 狭 い が 深 く割 れ る
。 そ

れ ぞ れ の 先端 は 長 三 角形 とな っ て 下後方 に 突出

し ， そ の 外方に は 小さ な歯が あ る，，

　雌 ：前頭 は楕円形 に 凹 み ，表面 は微細 に粗造，

押圧 部に は寝 た短毛 を密生す る 。前胸背 の 点刻群

は ほ ぼ 心臓形 で 前方両側 に 各 1 〜 2 個の 小孔を そ

な え ，そ の 後方に小点刻群が あ る
。 上翅 の 後縁 は

側縁 と 弱 い 角 をなすが突出 しな い u 点列部 は前半

で わず か に 凹 む 。 基方の 列間部に は小顆粒 を そ な

え る 。 斜面部 は半円形 で 後縁が
．
ド方に わずか に幅

広 く突 出 して縁取 ら れ ，短毛 を そ な え る。

　本種 は pz偽 拠 o 剛 瞬 節 に 属 し， 上 翅 先端 が狭

ま り，後方 に 突出 す る体形か ら シ ナ ノ ナ ガ キ ク イ

ム シ に一見類似 す る が，体長が 明ら か に短 い 。

　分布 ：本州，四国，沖縄，朝鮮半島，台湾，太

　　　　洋州 ， オ
ー

ス トラ リア
， 東 南ア ジ ア か ら

　　 　 　ア フ リカ ま で

　加害樹種 ：ア カ シデ，ガ ジ ュ マ ル ，サ カキ

18 タ イ ワ ン ア カ ナ ガ キ ク イ ム シ P ！atbPus

taima’ansts 　Schedl （図 18）

　Schedl，1960，　Ent．　B1．，56，　p．111

　 formosanus　Niijinla　et 　 Murayama 、1925、　 J、

CQll．　Agr．，　HQkkaido　imp．　Univ．，15，　p．215，♂ 1

♀ （Rengeti，　Formosa ）（nec 　Strohmeyer， 1912）

　体長 は 雄 で約3．9mm
， 雌 で 約4．lmm 。赤褐色 ，上

翅の 後半 は 黒竭色。光沢 は強 い 。

　雄 ：頭部は縦 に 弱 く 凹 み，小顆粒 を そ な え 粗造 。

中央縦線は 短 い
。 前胸背は幅 よ り長 く ， 側縁 は 中

央後方で やや深く凹み ，そ の 後方 は側方に張 り出

す 。 背面 は 大 小 の 点刻 を密布 す る。巾 央縦線 は 長

い が 基縁 ま で 達 せ ず，そ の 側 方 に は 長楕 円形 の 微

細 な 点刻群 を そ な え る （図 4G ）。 上 翅 の 側縁 は

後方に 広が る 。 点列部ぱ押圧 され，前方 に は小点

刻列をそ なえ るが ， 後方で は広 くな り， 粗造か ら

鮫肌状 に変る 。 列間部は幅広 く隆起 し，後方 に 狭

ま り，斜面部 に 近 くなると竜骨状 に な り， そ の後

小顆粒列に 置 き換え られ る 。 斜面部 は 急で 外縁 に

2 突 起 と後縁 の 会合線 部 に 基部 の 接 し た 1 対 の 突

起 をそ な え る 。 外縁上方 の もの は 大 き く角状で 第

7 列 間部付近 に 位置す る 。 点列 部は浅 く 凹 み光沢

が あ る が ，上 方，側方で は 鮫 肌状 で光沢 を欠 く。

列 間部 は 長 毛の牛 じた小顆 粒を そ な え る 。

図 17　トガ リハ ネナ ガ キ ク イム シ

　　　左 1 雌　 右 ：雄

図18　 タ イワ ン ア カ ナガ キ ク イム シ

　 　 　 左 ：雌　 右 ：雄
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　雌 ：頭部 は ほ と ん ど平坦 で 粗人点刻 を密布す

る 。 中央縦線 は短 い 。 前胸背 は雄よ り少 し細長 い 。

背面 の 点刻群 は 雄 よ り密 （図 4G ）。 上翅側縁 は

ほ ぼ 平行 し，後方 に狭ま らな い 。点 列部は 浅 く凹

み ，狭 く，列 間部 は斜面部 il方か ら点列部 と区別

で き な く な 1り，小顆粒 と長 毛を そ な え る。斜面部

は ド方が逆 長梯形 に な っ た半円形で ，表面は ほ ぼ

平坦 で 微小顆粒 と短毛を密布す る 。

　本種 は Plat）pi　sulcati 節 に 属す る 。1）iaPus属 で

記載 さ れ たが，後 に Plat）Pus属 に 移 さ れ種 小名

もホモ ニ ム に よ り変え ら れ た 。 九 州以南 の 暖か い

地 方 に 産す る 。

　分布 ：九州L トカ ラ 列 島、奄美大島、沖縄 、台湾

　加害樹種 ： カ シ属 の 1種，イチ ジ ク属の 1 種
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